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○
東
部
台
地
開
発
地
区
の
名
称
は

「
ゆ
う
す
い
の
杜
（
も
り
）」

　

町
が
一
般
公
募
し
て
い
た
東
部

台
地
土
地
区
画
整
理
事
業
地
区
の

名
称
は
、
10
日
の
審
査
員
会
に
よ

る
審
査
の
結
果
、
熊
本
市
南
区
の

「
活
力
と
う
る
お
い
に
満
ち
た
田
園
文
化
都
市
―
住
ん
で
良
か
っ
た
！　

水
の
郷　

嘉
島
―
」

フラッシュ

か
し
ま
２
０
１
６

　

２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
も
残
り
わ
ず
か
。

　

今
年
は
熊
本
地
震
で
町
が
被
災
。
忘
れ
ら

れ
な
い
年
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
１
年
間
の

嘉
島
町
の
主
な
動
き
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

（
第
５
次
嘉
島
町
総
合
計
画
の
基
本
理
念
）

12
月
（
２
０
１
５
年
）

○
新
成
人
は
98
人
（
男
性
46
人
、

女
性
52
人
）

　

成
人
式
は
10
日
、
町
民
会
館
で

開
催
。
荒
木
町
長
は
社
会
人
と
し

て
の
自
覚
を
促
す
と
と
も
に
、
お

祝
い
の
言
葉
を
贈
り
、
新
成
人

は
「
今
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
今
度

は
自
分
た
ち
が
誰
か
を
支
え
ら
れ

る
人
に
な
り
ま
す
」
と
決
意
を
披

露
し
ま
し
た
。

１
月
（
２
０
１
６
年
）

○
小
中
学
校
で
卒
業
式

　

卒
業
生
は
嘉
島
中
71
人
（
男
子

42
人
、
女
子
29
人
）、
嘉
島
東
小

18
人
（
男
子
11
人
、
女
子
７
人
）、

嘉
島
西
小
58
人
（
男
子
30
人
、
女

子
28
人
）。「
自
分
の
夢
に
向
か
っ

て
飛
び
立
ち
ま
す
」
と
嘉
島
中
卒

業
生
。
小
学
校
で
は
、
一
人
一
人

が
６
年
間
の
思
い
出
や
将
来
の
夢

を
発
表
し
ま
し
た
。

○
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
の
設
立

　

設
立
総
会
が
20
日
、
町
民
体
育

３
月

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
誰
も
が
加

入
で
き
る
会
員
制
で
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
代
を
対

象
に
、
ス
ポ
ー
ツ
や
健
康
づ
く
り
、

文
化
活
動
な
ど
を
楽
し
む
機
会
を

提
供
す
る
の
が
目
的
で
す
。

○
熊
本
連
携
中
枢
都
市
圏
が
発
足

　

嘉
島
町
な
ど
16
市
町
村
は
30
日
、

熊
本
市
と
「
熊
本
連
携
中
枢
都
市

圏
」
形
成
に
関
す
る
連
携
協
約
を

締
結
し
ま
し
た
。
中
枢
都
市
圏
構

想
は
国
の
地
方
創
生
策
の
一
環
。

圏
域
全
体
の
産
業
振
興
や
住
民
の

暮
ら
し
を
守
る
サ
ー
ビ
ス
の
維
持

向
上
を
図
り
ま
す
。
連
携
内
容
は

熊
本
市
と
各
自
治
体
で
個
別
に
定

め
、
嘉
島
町
は
熊
本
市
の
病
児
・

病
後
児
保
育
や
図
書
館
利
用
な
ど

20
項
目
39
事
業
の
連
携
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

荒木町長（左）と大西熊本市長

○
小
中
学
校
で
入
学
式

　

新
入
生
は
嘉
島
中
75
人
（
男

子
42
人
、
女
子
33
人
）、
嘉
島
東

小
21
人
（
男
子
９
人
、
女
子
12
人
）、

嘉
島
西
小
80
人
（
男
子
40
人
、
女

子
40
人
）。
来
賓
や
保
護
者
、
先
生

た
ち
が
見
守
る
中
、
堂
々
と
入
場
、

新
た
な
学
校
生
活
を
始
め
ま
し
た
。

○
平
成
28
年
熊
本
地
震
が
発
生

　

４
月
14
日
午
後
９
時
26
分
ご
ろ
、

益
城
町
で
震
度
７
（
嘉
島
町
６
弱
）、

16
日
午
前
１
時
25
分
ご
ろ
、
益
城

町
と
西
原
村
で
震
度
７
（
嘉
島
町

６
強
）
の
地
震
が
連
続
し
て
発
生

し
ま
し
た
。
気
象
庁
は
「
平
成
28

年
熊
本
地
震
」
と
命
名
、
14
日
の

地
震
を
「
前
震
」、
16
日
の
地
震

を
「
本
震
」
と
し
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
で
は
、
倒
壊
し
た
住
宅

の
下
敷
き
に
な
っ
て
３
人
が
死
亡
。

全
半
壊
し
た
家
屋
は
７
７
２
棟
に

達
し
、
町
は
14
日
夜
、
災
害
対
策

本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。
そ
の
後

２
人
を
震
災
関
連
死
と
認
定
。
町

内
に
建
設
さ
れ
た
応
急
仮
設
住
宅

は
２
０
８
戸
。
11
月
21
日
現
在
、

罹
災
証
明
書
の
発
行
件
数
は
２
５

４
月

竹
田
正
宏
さ
ん
の
作
品
「
ゆ
う

す
い
の
杜
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。

「
ゆ
た
か
な
水
、
う
つ
く
し
い
自

然
、
す
ば
ら
し
い
環
境
で
、
い
っ

し
ょ
に
暮
ら
す
杜
」
と
い
う
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
応
募
総

数
は
１
５
１
７
点
で
し
た
。

イオンモール近くに立てられた案内看板

○
嘉
島
中
生
の
お
弁
当
、
全
国
コ

ン
ク
ー
ル
で
入
賞

　

嘉
島
中
１
年
生
の
女
子
生
徒
３

人
が
23
日
、
東
京
で
開
か
れ
た
第

16
回
全
国
中
学
生
創
造
も
の
づ
く

り
教
育
フ
ェ
ア
「
あ
な
た
の
た
め

の
お
べ
ん
と
う
」
コ
ン
ク
ー
ル
で
、

主
催
の
「
全
日
本
中
学
校
技
術
・

家
庭
科
研
究
会
会
長
賞
」
を
受
賞

し
ま
し
た
。
川
上
真
奈
さ
ん
、
黒

木
結
愛
さ
ん
、
佐
藤
莉
々
花
さ
ん
。

作
品
は
嘉
島
産
の
食
材
を
活
用

し
た
「
美
容
・
健
康
応
援
弁
当
」。

嘉
島
中
の
入
賞
は
２
年
連
続
で
す
。
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６
０
件
、
家
屋
解
体
の
受
付
件
数

は
６
８
６
件
に
上
っ
て
い
ま
す
。

段ボールで仕切られた町民体育館の避難所
（４月28日）

○
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
が
26
日
開

設
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
県
内
外
か

ら
参
加
、
避
難
所
の
運
営
支
援
や

支
援
物
資
の
仕
分
け
、
被
災
家
屋

県内外から参加、登録する大勢のボランティ
ア（５月１日）

○
安
倍
首
相
が
農
業
被
害
視
察

　

安
倍
首
相
は
４
日
、
か
し
ま
広

域
農
場
の
事
務
所
を
訪
問
。
荒
木

町
長
と
工
藤
健
一
組
合
長
か
ら
、

町
内
の
農
業
被
害
状
況
と
被
害
に

伴
う
水
稲
・
大
豆
の
作
付
け
計
画

変
更
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
熱
心

に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

６
月

○
土
曜
授
業
始
ま
る

　

町
教
育
委
員
会
が
本
年
度
か
ら

取
り
入
れ
た
土
曜
授
業
が
４
日
、

嘉
島
西
小
学
校
で
あ
り
ま
し
た
。

嘉
島
東
小
学
校
、
嘉
島
中
学
校
で

○
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
営
業
再
開

　

イ
オ
ン
熊
本
店
１
階
は
４
月
20

日
に
営
業
再
開
し
て
い
ま
し
た
が
、

同
店
２
階
と
東
側
モ
ー
ル
の
専
門

店
約
80
店
舗
が
20
日
、
営
業
を
再

開
。
９
月
28
日
は
西
側
モ
ー
ル
７

店
の
屋
外
店
舗
が
開
店
し
ま
し
た
。

○
嘉
島
中
吹
奏
楽
部
が
連
続
金
賞

　

30
日
に
荒
尾
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
た
第
60
回
熊
本
県

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
少
人
数
編

成
・
中
学
Ｂ
パ
ー
ト
に
出
場
、
２

年
連
続
で
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

部
員
は
25
人
で
、
全
員
女
子
。

７
月

○
か
し
ま
水
の
郷
ま
つ
り
開
催

　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
南
側
駐
車

場
で
６
日
開
催
。
熊
本
地
震
で
被

災
し
ま
し
た
が
、「
こ
う
い
う
と

き
だ
か
ら
こ
そ
、
町
を
元
気
に
」

と
規
模
を
縮
小
し
て
開
き
ま
し
た
。

舞
台
で
の
歌
や
演
奏
に
拍
手
が
送

ら
れ
、
華
や
か
な
大
花
火
に
歓
声

が
あ
が
り
ま
し
た
。

８
月

○
熊
本
地
震
嘉
島
町
慰
霊
祭

　

熊
本
地
震
本
震
の
発
生
か
ら
４

カ
月
に
な
る
16
日
、
地
震
で
亡
く

な
っ
た
４
人
（
当
時
。
10
月
に
さ

ら
に
関
連
死
１
人
認
定
）
の
方
の

慰
霊
祭
を
、
町
が
嘉
島
斎
場
で
開

催
。
約
１
２
０
人
が
参
列
、
犠
牲

者
の
冥
福
を
祈
り
、
復
興
へ
の
誓

い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

○
復
興
へ
の
５
つ
の
基
本
方
針

　

荒
木
町
長
が
26
日
、
町
地
震
災

害
対
策
会
議
で
表
明
し
ま
し
た
。

　

①
く
ら
し
・
生
活
の
再
建
と
社

会
基
盤
の
復
旧　

②
町
内
企
業
の

復
旧
・
復
興　

③
東
部
台
地
及
び

芝
原
土
地
区
画
整
理
事
業
の
推
進

④
上
仲
間
・
下
仲
間
地
区
計
画
の

推
進　

⑤
定
住
促
進
と
企
業
誘
致

に
よ
る
更
な
る
発
展 

○
金
婚
夫
婦
表
彰
な
ど
敬
老
行
事

　

金
婚
夫
婦
は
22
組
、
百
歳
は
１

人
、
結
婚
50
周
年
は
４
人
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
町
敬
老
会
は
町
民

会
館
ホ
ー
ル
ア
ク
ア
で
10
月
４
日

に
開
か
れ
ま
し
た
。

９
月

○
金
剛
な
ど
の
進
出
決
定

　

移
動
棚
製
造
の
金
剛
㈱
（
熊
本

市
西
区
）
と
、
贈
答
用
化
粧
箱
製

造
の
㈱
倉
岡
紙
工
（
同
市
南
区
）

が
、
上
仲
間
・
下
仲
間
の
地
区
計

画
予
定
区
域
に
新
工
場
を
建
設
す

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
６
日
に

開
か
れ
た
説
明
会
で
、
地
権
者
は

２
社
の
進
出
に
同
意
。
２
社
は
い

ず
れ
も
来
年
５
月
ご
ろ
建
設
に
着

工
、
平
成
30
年
４
月
の
操
業
開
始

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

10
月

○
町
文
化
祭　

＝
８
〜
９
㌻
参
照

○
サ
ン
ト
リ
ー
九
州
熊
本
工
場
が

ビ
ー
ル
生
産
再
開　

＝
５
㌻
参
照

○
嘉
島
中
生
徒
会
が
震
災
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
全
国
表
彰

＝
４
㌻
参
照

11
月

の
室
内
整
理
や
屋
外
が
れ
き
の
片

付
け
な
ど
に
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
は
そ
の
後
、「
生
活
復

興
支
援
」、「
地
域
支
え
合
い
」
と

名
称
、
組
織
を
変
え
、
被
災
者
支

援
を
続
け
て
い
ま
す
。

工藤組合長（左）から説明を聴く
安倍首相（中央）。右は荒木町長

も
順
次
開
始
。
授
業
は
午
前
中
の

３
時
間
。
地
域
や
保
護
者
と
の
連

携
や
公
開
授
業
、
補
充
的
な
通
常

授
業
な
ど
を
各
校
が
実
施
し
ま
す
。
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金畑団地の皆さんとボランティア

平
成
28
年
熊
本
地
震　

復
興
か
ら
発
展
へ

　

立
っ
た
ま
ま
草
花
の
手
入
れ
が

で
き
る
「
立
ち
上
が
り
花
壇
」
で

住
民
同
士
の
交
流
を
図
っ
て
い
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
ふ
れ
あ
い

の
会
・
ア
ル
モ
ン
デ
」（
本
田
洋

志
会
長
）
は
11
月
９
、
10
日
、
嘉

島
町
内
の
仮
設
住
宅
団
地
７
カ
所

に
設
置
し
ま
し
た
。　
※
表
紙
参
照

　

花
壇
は
間
伐
材
を
利
用
、
大
学

生
や
社
会
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
18

基
を
製
作
。
甲
佐
町
や
御
船
町
な

ど
に
も
設
置
し
ま
し
た
。

　

各
団
地
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
ト
ラ
ッ
ク
で
花
壇
や
土
、
花
の

苗
を
運
び
込
み
、
待
ち
受
け
た
団

地
住
民
の
皆
さ
ん
が
楽
し
そ
う
に

草
花
育
て
て
潤
い
を

仮
設
団
地
に
立
ち
上
が
り
花
壇

話
を
し
な
が
ら
植
え
込
ん
で
い
ま

し
た
。
手
入
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
団

地
の
有
志
の
皆
さ
ん
が
続
け
て
い

く
と
の
こ
と
で
、「
次
は
何
を
植

え
よ
う
か
」「
野
菜
も
い
い
ね
」

と
話
が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

嘉
島
中
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
表
彰

復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
高
評
価表彰式に出席した生徒会役員

　
「
町
に
元
気
を
」
と
「
復
興
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
活
動
を
続
け
て
い
る

嘉
島
中
学
校
生
徒
会
（
時
松
航
世

会
長
）
が
11
月
３
日
、
福
岡
市
で

開
か
れ
た
「
第
20
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
賞
」
表
彰
式
で
、

九
州
・
沖
縄
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
ジ
ブ
ラ
ル
タ
生

命
な
ど
主
催
で
、
嘉
島
中
は
12
月

の
全
国
表
彰
式
に
招
待
さ
れ
ま
す
。 　

嘉
島
中
は
「
立
ち
上
が
ろ
う
嘉

島
町　

負
け
ん
ば
い
嘉
島
中
」
の

看
板
設
置
や
避
難
所
清
掃
、
花

い
っ
ぱ
い
運
動
な
ど
を
展
開
。
時

松
会
長
は
「
全
校
で
や
っ
て
き
た

こ
と
が
認
め
ら
れ
て
う
れ
し
い
。

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
る
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
県
・
錦
江
町
の
大
根
占

小
学
校
５
年
生
29
人
が
、
自
分
た

ち
で
育
て
て
収
穫
し
た
米
80
㌔
を

町
に
寄
贈
。
10
月
27
日
の
ご
は
ん

給
食
で
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
小
は
地
元
公
民
館
と
連
携
、

平
成
23
年
か
ら
５
㌃
の
水
田
で
田

植
え
や
稲
刈
り
を
体
験
。
収
穫
し

た
米
の
一
部
を
東
日
本
大
震
災
で

被
災
し
た
岩
手
県
大
船
渡
市
に

贈
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
公
民
館

が
熊
本
地
震
復
興
支
援
で
８
月
か

大
根
占
小
５
年
生
の
お
米

学
校
・
園
の
ご
は
ん
給
食
に

ら
３
回
、
被
災
地
の
親
子
を
招
待

す
る
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業
を
開
催
。

３
回
と
も
参
加
が
あ
っ
た
嘉
島
町

に
も
贈
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

米
は
町
の
ご
は
ん
給
食
で
消
費

す
る
約
１
日
分
。
給
食
セ
ン
タ
ー

で
炊
か
れ
た
ご
は
ん
は
幼
稚
園
や

小
中
学
校
に
配
ら
れ
、
大
根
占
小

の
活
動
の
様
子
も
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
心
の
こ

も
っ
た
真
っ
白
の
ご
は
ん
を
お
い

し
そ
う
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

ごはん給食に笑顔の西小児童

　

仮
設
住
宅
団
地
の
見
守
り
や
相

談
事
業
を
行
っ
て
い
る
町
地
域
支

え
合
い
セ
ン
タ
ー
に
11
月
、
軽
乗

用
車
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
震
発
生
直
後
か
ら
嘉
島
町
を

支
援
し
て
い
る
愛
媛
県
松
山
市
の

社
会
福
祉
協
議
会
が
毎
月
16
日
の

街
頭
募
金
活
動
で
集
め
た
寄
附
金

で
購
入
し
ま
し
た
。

寄
附
金
で
活
動
車
両
導
入

地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー

　
「
嘉
島
町
で
は
何
が
起
き
て
い

た
の
か
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
熊
本

地
震
報
告
会
が
10
月
22
日
、
静
岡

市
で
開
か
れ
、
嘉
島
町
社
会
福
祉

協
議
会
の
原
田
事
務
局
長
、
役
場

嘉
島
町
で
何
が
？

静
岡
で
熊
本
地
震
報
告
会

町
民
課
の
園
田
係
長
、
町
地
域
支

え
合
い
セ
ン
タ
ー
の
早
川
セ
ン

タ
ー
長
が
、
町
の
被
災
状
況
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
避
難
所
運
営
、

仮
設
団
地
の
見
守
り
活
動
な
ど
を

報
告
し
ま
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
静

岡
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
と
同
県

社
協
の
主
催
で
、
約
90
人
が
参
加
。

両
団
体
は
10
月
上
旬
ま
で
１
８
５

人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
嘉
島
町
に

派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

荒
木
町
長
は
11
月
14
日
、
義
援

金
を
い
た
だ
い
た
栃
木
県
茂
木
町

立
逆
川
中
学
校
を
訪
問
、
嘉
島
中

生
徒
か
ら
の
お
礼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
く
ま
モ
ン
グ
ッ
ズ
を
生
徒
に
手

渡
し
ま
し
た
。
同
中
は
全
校
生
徒

53
人
が
歌
で
歓
迎
し
ま
し
た
。

　

同
中
の
生
徒
は
地
震
後
に
募
金

活
動
を
行
い
、
集
め
た
義
援
金
を

嘉
島
町
に
贈
り
ま
し
た
。
町
は
嘉

島
中
学
校
の
復
旧
や
生
徒
会
活
動

に
活
用
し
ま
し
た
。

栃
木
・
逆
川
中
に
お
礼

全
校
生
徒
53
人
、
歌
で
歓
迎逆川中生徒と荒木町長
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被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
の

　
　

総
合
相
談
窓
口

☎
０
９
６－

２
３
７－

５
８
９
０

〇
受
付
時
間　

９
時
〜
16
時

　
　
　
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

記者会見で発言する荒木町長（左）。
その右へ蒲島知事、水谷社長

　

熊
本
地
震
で
工
場
設
備
が
被
災

し
、
稼
働
停
止
し
て
い
た
サ
ン
ト

リ
ー
九
州
熊
本
工
場
は
11
月
８
日
、

約
７
か
月
ぶ
り
に
ビ
ー
ル
の
仕
込

み
を
再
開
し
ま
し
た
。

　

当
面
は
飲
食
店
向
け
の
樽
生

ビ
ー
ル
を
生
産
、
12
月
中
旬
に
出

荷
予
定
。
１
月
に
一
般
向
け
の
缶

ビ
ー
ル
、
そ
の
後
順
次
、
清
涼
飲

料
の
生
産
、
工
場
見
学
と
レ
ス
ト

ラ
ン
も
再
開
予
定
で
す
。

　

サ
ン
ト
リ
ー
ビ
ー
ル
の
水
谷
徹

社
長
や
橋
本
猛
工
場
長
、
荒
木
町

長
、
関
係
者
ら
が
出
席
し
て
仕
込

み
再
開
式
が
行
わ
れ
、
荒
木
町
長

た
ち
４
人
が
麦
汁
入
り
の
煮
沸
釜

に
ビ
ー
ル
の
苦
み
を
加
え
る
ホ
ッ

プ
を
投
入
し
ま
し
た
。

　

記
者
会
見
で
、
水
谷
社
長
は
、

サ
ン
ト
リ
ー　

仕
込
み
再
開

「
町
の
復
興
に
弾
み
」
荒
木
町
長

「
熊
本
の
水
で
作
っ
た
ビ
ー
ル
を

飲
ん
で
、
熊
本
の
皆
さ
ん
に
元
気

に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
語

り
、
荒
木
町
長
は
、「
町
民
は
生

産
再
開
を
待
ち
望
ん
で
い
た
。
町

の
復
興
に
弾
み
が
つ
く
」
と
再
開

を
歓
迎
し
ま
し
た
。

従
業
員
に
い
き
な
り
万
十

地
元
北
甘
木
区
が
差
し
入
れいきなり万十を差し入れた北甘木の

皆さんと橋本工場長（中央）

　

サ
ン
ト
リ
ー
九
州
熊
本
工
場
の

ビ
ー
ル
仕
込
み
再
開
を
前
に
し
た

11
月
２
日
、
地
元
北
甘
木
区
の
皆

さ
ん
が
、「
生
産
再
開
直
前
の
大

変
な
時
期
、
従
業
員
の
皆
さ
ん
に

元
気
を
出
し
て
ほ
し
い
」
と
手
作

り
の
い
き
な
り
万
十
を
差
し
入
れ

ま
し
た
。

　

同
工
場
は
北
甘
木
区
の
一
員
と

し
て
区
費
を
負
担
。
区
の
主
催
行

事
に
飲
み
物
や
賞
品
を
無
償
提
供

す
る
な
ど
地
元
と
の
交
流
を
深
め

て
い
ま
す
。
水
野
区
長
が
住
民
に

提
案
、
女
性
を
中
心
に
10
数
人
の

有
志
の
皆
さ
ん
が
大
津
カ
ラ
イ
モ

な
ど
を
使
っ
て
作
り
ま
し
た
。

　

出
来
立
て
の
万
十
を
受
け
取
っ

た
橋
本
工
場
長
は
、「
さ
っ
そ
く

昼
食
時
に
従
業
員
に
配
り
ま
す
」

と
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

　

上
益
城
５
町
の
物
産
を
集
め
た

「
か
み
ま
し
き
復
興
マ
ル
シ
ェ
」

が
10
月
30
日
、
益
城
町
の
再
春
館

製
薬
所
駐
車
場
で
開
か
れ
、
嘉
島

町
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
カ
レ
ー
（
上
六
嘉
）

と
上
益
城
工
芸
協
会
て
づ
く
り
ハ

ウ
ス
の
２
店
が
出
店
し
ま
し
た
。

　

上
益
城
地
域
観
光
推
進
協
議
会

の
主
催
で
毎
年
開
催
。
39
店
舗
が

出
店
、
約
３
５
０
０
人
が
来
場
。

Ａ
Ｂ
Ｃ
カ
レ
ー
は
長
い
行
列
が
で

き
て
昼
過
ぎ
に
完
売
。
て
づ
く
り

ハ
ウ
ス
は
お
し
ゃ
れ
な
布
の
雑
貨

や
リ
メ
イ
ク
の
洋
服
が
人
気
で
、

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

嘉
島
町
か
ら
も
出
店

か
み
ま
し
き
復
興
マ
ル
シ
ェ

　

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
の
メ

ダ
リ
ス
ト
で
、
競
泳
の
萩
野
公
介

夢
に
向
か
う
過
程 
大
切
に

五
輪
メ
ダ
リ
ス
ト
、
嘉
島
中
に

選
手
と
重
量
挙
げ
の
三
宅
宏
実
選

手
が
11
月
19
日
、
嘉
島
中
学
校
を

訪
問
。
大
勢
の
小
中
学
生
に
「
目

標
を
一
歩
ず
つ
少
し
ず
つ
達
成
し

て
い
く
こ
と
で
夢
に
近
づ
け
る
」

「
夢
に
向
か
う
過
程
が
大
切
」
と

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）
の
被
災
地
支
援
の
一

環
。
２
０
０
０
年
シ
ド
ニ
ー
五
輪

金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
高
橋
尚
子
さ
ん

も
同
行
し
ま
し
た
。

　

両
選
手
は
五
輪
ま
で
の
道
の
り

や
苦
労
、
家
族
の
支
え
な
ど
に
触

れ
、
萩
野
選
手
は
、「
部
活
や
勉

強
、
成
功
も
失
敗
も
い
ろ
ん
な
経

験
を
し
て
」。
三
宅
選
手
は
、「
何

事
に
も
楽
し
く
全
力
で
ぶ
つ
か
っ

て
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。　

　

高
橋
さ
ん
も
、「
私
が
陸
上
を

みんな笑顔で記念撮影。写真下の中央左
から、高橋さん、萩野選手、三宅選手

始
め
た
の
は
中
学
の
と
き
。
み
ん

な
に
（
夢
を
か
な
え
る
）
可
能
性

が
あ
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ラ
グ
ビ
ー
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
で
活

躍
す
る
サ
ン
ト
リ
ー
サ
ン
ゴ
リ
ア

ス
の
Ｏ
Ｂ
６
人
が
、
西
小
で
４
年

生
と
６
年
生
１
４
５
人
の
児
童
と

一
緒
に
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
を
使
っ

た
リ
レ
ー
な
ど
で
交
流
し
ま
し
た
。

　

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
の
被
災
地
支
援
の
一
環
で
、
児

童
は
元
日
本
代
表
の
平
浩
二
選
手

な
ど
と
一
緒
に
、
楽
し
く
汗
を
流

し
ま
し
た
。

西
小
で
ラ
グ
ビ
ー
交
流

サ
ン
ト
リ
ー
サ
ン
ゴ
リ
ア
ス

義
援
金
受
付
口
座

　

熊
本
銀
行
嘉
島
支
店

　
　

普
通　

３
０
７
６
５
２
１

　
　

嘉
島
町
・
熊
本
地
震
災
害

　
　

義
援
金

　
　
　

嘉
島
町
長　

荒
木
泰
臣
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嘉
島
町
男
女
共
同
参
画
社
会
推

進
懇
話
会
は
11
月
18
日
、
役
場
会

議
室
で
開
催
。
任
期
満
了
に
伴
い
、

町
内
各
界
代
表
の
７
人
の
委
員
は

４
人
が
再
任
、
３
人
が
新
任
の
委

嘱
を
受
け
、
平
成
27
年
度
事
業
の

進
捗
状
況
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

委
員
任
期
は
２
年
。
互
選
で
、

会
長
に
廣
田
惠
子
委
員
（
識
見

者
・
再
）
を
再
選
、
副
会
長
に
上

野
眞
由
美
委
員
（
教
育
委
員
会
・

新
）
を
新
た
に
選
び
ま
し
た
。

　

町
の
男
女
共
同
参
画
計
画
は
平

成
28
年
度
か
ら
、「
女
（
ひ
と
）
と

男
（
ひ
と
）
が
認
め
合
い
、
と
も

に
か
が
や
く
水
の
郷
づ
く
り
」
を

基
本
理
念
に
、
新
５
カ
間
計
画
を

開
始
。
懇
話
会
は
、
計
画
実
施
事

業
の
進
捗
状
況
に
基
づ
い
て
審
議

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
委
員
は
次
の
通
り
。

▽
宮
本
睦
生
委
員
（
町
議
会
・
再
）

▽
甲
斐
昌
和
委
員
（
区
長
会
・
新
）

▽
上
田
け
い
子
委
員
（
商
工
会
・

再
）
▽
鍬
田
令
子
委
員
（
地
域
婦

人
会
・
再
）
▽
都
冨
个
三
委
員

（
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

任
期
満
了
、
廣
田
会
長
再
選

平
成
27
年
度
事
業
進
捗
報
告

町
男
女
共
同
参
画

社
会
推
進
懇
話
会

嘉
島

進
懇
話

議
室室

町
内
町４

人
嘱進 任任

期
満満
了了
、

任
期
満満
了
、

平平
成成
27
年年

　

平
成
28
年
度
嘉
島
町
功
労
者
表
彰

式
は
11
月
３
日
、
役
場
会
議
室
で
行

わ
れ
、
特
別
職
７
人
の
皆
さ
ん
と
一

般
職
４
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
別
職
表
彰
は
、
10
年
以
上
に
わ

た
っ
て
町
政
に
貢
献
さ
れ
た
方
が

対
象
で
、一
般
職
は
勤
続
20
年
以
上
。

　

町
長
は
、「
皆
さ
ん
は
町
の
発

展
の
た
め
に
各
分
野
で
活
躍
、
貢

献
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か

前列左から、川上さん、西村さん、藤木さん、荒木町長、廣田
さん、鍋田さん、藤岡さん、後列左から、藤瀬総務課長、上野
さん、下田さん、富嶋さん、古田さん、工藤教育長

ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
」
と
感

謝
。
一
人
ひ
と
り
に
表
彰
状
と
記

念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

　

被
表
彰
者
と
主
な
役
職
は
次
の

通
り
で
す
。
一
般
職
は
名
前
の
み
。

◇
特
別
職

▽
廣
田　

惠
子
さ
ん
＝
健
康
づ
く

り
推
進
委
員
会
委
員
、
男
女
共
同

参
画
社
会
推
進
懇
話
会
委
員
（
現

職
）
▽
藤
木　

澄
子
さ
ん
＝
健
康

づ
く
り
推
進
委
員
会
委
員
、
人
・

農
地
プ
ラ
ン
検
討
会
委
員
（
現
職
）

▽
上
田　

け
い
子
さ
ん
＝
男
女
共

同
参
画
社
会
推
進
懇
話
会
委
員

（
現
職
）、
ご
み
問
題
対
策
実
行
委

員
会
委
員
▽
鍋
田　

平
さ
ん
＝
町

議
会
議
員
（
現
職
）、
生
活
安
全
推

進
協
議
会
委
員
▽
西
村　

孝
志
さ

ん
＝
交
通
安
全
推
進
協
議
会
委
員

（
現
職
）、
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

委
員
▽
藤
岡　

安
代
さ
ん
＝
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

委
員
（
現
職
）、
介
護
保
険
事
業

計
画
等
策
定
委
員
会
委
員
▽
川
上　

裕
功
さ
ん
＝
体
育
指
導
委
員
、
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
（
現
職
）　

◇
一
般
職　

▽
富
嶋　

信
行
さ
ん

▽
下
田　

雅
文
さ
ん
▽
古
田　

果

世
さ
ん
▽
上
野　

裕
之
さ
ん

嘉
島
町
功
労
者
表
彰

特
別
職
７
人
、
一
般
職
４
人

消
防
学
校
入
校

消
防
団
部
長
予
定
者

　

平
成
29
年
度
の
嘉
島
町
消
防
団

部
長
予
定
者
８
人
が
11
月
18
、
19

日
、
幹
部
団
員
の
訓
練
を
受
け
る

た
め
熊
本
県
消
防
学
校
に
入
校
。

役
場
で
荒
木
町
長
や
榮
団
長
の
激

励
を
受
け
、
出
発
し
ま
し
た
。

　

入
校
者
は
次
の
通
り
で
す
。

▽
第
１
分
団
第
１
部
（
井
寺
）
武

田　

昴
大
▽
第
１
分
団
第
２
部

（
下
六
嘉
）
藤
瀨　

健
▽
第
２
分

団
第
２
部
（
上
六
嘉
）
池
永　

健

一
郎
▽
第
２
分
団
第
３
部
（
西

村
）
吉
川
秀
巳
▽
第
３
分
団
第
３

部
（
滝
河
原
）
德
永　

貴
宏
▽
第

４
分
団
第
１
部
（
高
田
）
下
田　

一
則
▽
第
４
分
団
第
２
部
（
上
仲

間
）
本
多　

亨
▽
第
４
分
団
第
３

部
（
下
仲
間
）
坂
本　

浩
太

◇
12
月
入
校
▽
第
１
分
団
第
３

部
（
三
郎
無
田
）
東　

裕
也
▽
第

２
分
団
第
１
部
（
北
甘
木
）
池
上

幸
誠
▽
第
３
分
団
第
１
部
（
上

島
）
前
田　

太
郎
▽
第
４
分
団
第

４
部
（
犬
渕
）
中
﨑　

竜
博
。

嘉
島
町
消
防
団

　

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
週
間

を
控
え
た
11
月
６
日
、
嘉
島
町
消

防
団
の
非
常
呼
集
訓
練
が
町
民
体

育
館
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

８
時
00
分
、
防
災
行
政
無
線
と

災
害
情
報
メ
ー
ル
で
非
常
呼
集
。

各
地
区
消
防
団
の
積
載
車
が
サ
イ

レ
ン
を
鳴
ら
し
な
が
ら
集
結
。
団

員
は
本
番
さ
な
が
ら
の
真
剣
さ
で

３
台
の
ポ
ン
プ
を
中
学
校
プ
ー
ル

か
ら
ホ
ー
ス
で
連
結
、
き
び
き
び

と
し
た
動
作
で
放
水
し
ま
し
た
。

　

訓
練
終
了
後
、
荒
木
町
長
か
ら

激
励
を
受
け
、
町
内
一
円
の
水
利

査
察
と
防
火
パ
レ
ー
ド
に
出
発
、

火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

下
六
嘉
に
新
消
防
車

下
六
嘉
に
新
消
防
車

　

下
六
嘉
消
防
団
（
第
１
分
団
第

２
部
）
に
新
し
い
小
型
動
力
ポ
ン

プ
積
載
車
が
11
月
19
日
、
荒
木
町

長
か
ら
交
付
さ
れ
、
髙
田
部
長
は

「
町
民
の
た
め
消
防
活
動
に
ま
い

進
し
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。
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「
子
ど
も
の
命
に

あ
り
が
と
う
」

東
小
で
人
権
教
育
講
演
会

　

嘉
島
東
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
廣
田
和
久

会
長
）
の
人
権
教
育
講
演
会
は
11

月
５
日
、
同
小
体
育
館
で
開
催
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
の
ち
を
つ
な
ぐ
会

の
高
濵
伸
一
代
表
理
事
が
「
子
ど

も
の
命
に
あ
り
が
と
う
」
と
題
し

て
講
演
、
児
童
や
保
護
者
は
「
命

と
は
何
か
」「
生
き
る
と
は
何
か
」

を
考
え
ま
し
た
。

　

高
濵
代
表
は
元
小
学
校
長
。
大

学
生
の
長
男
を
バ
イ
ク
事
故
で
亡

く
し
、
が
ん
手
術
も
体
験
。
長
男

の
成
長
や
交
流
、
朝
言
葉
を
交
わ

し
た
後
の
事
故
の
連
絡
、
信
じ
ら

れ
な
い
思
い
や
悲
し
み
、
く
や
し

さ
、
が
ん
手
術
で
児
童
か
ら
贈
ら

れ
た
千
羽
鶴
に
励
ま
さ
れ
た
こ
と

な
ど
を
率
直
に
伝
え
、「
人
は
み

ん
な
必
要
だ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
。

皆
さ
ん
一
人
一
人
が
大
切
な
人
。

ど
ん
な
に
格
好
悪
く
て
も
生
き
抜

い
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。高濵代表

Ｓ
Ｎ
Ｓ
と

子
ど
も
の
被
害

学
校
保
健
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡

協
議
会
の
合
同
教
育
講
演
会

　

町
学
校
保
健
会
と
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

絡
協
議
会
の
合
同
教
育
講
演
会
は

11
月
18
日
、
町
民
体
育
館
で
開
催
。

県
教
育
庁
教
育
指
導
局
高
校
教
育

課
の
松
本
建
治
課
長
補
佐
が
「
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
か
ら
む
子
ど
も
の
被
害
状

況
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

　

約
40
名
の
保
護
者
や
教
育
関
係

者
ら
が
参
加
。
松
本
補
佐
は
県
警

本
部
少
年
課
に
在
籍
し
て
い
た
経

験
を
も
と
に
具
体
的
な
事
例
も
紹

介
。
近
年
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

普
及
に
よ
り
、
犯
罪
者
が
ど
こ
に

い
る
か
分
か
ら
な
い
こ
と
も
多
く
、

福
祉
犯
罪
の
潜
在
性
が
高
い
こ
と
、

子
ど
も
た
ち
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
し
て

様
々
な
情
報
を
入
手
し
、
親
が
そ

れ
を
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
当

た
り
前
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

を
説
明
。
親
子
と
も
に
意
識
改
革

が
必
要
と
訴
え
ま
し
た
。

松本課長補佐

いじめや差別をなくすためには？

「人にやさしく」 「相手を思いやる」
西小で人権学習公開授業 東小児童会が人権集会

　

嘉
島
東
小
学
校
の
児
童
会
は
11
月
21
日
、
人

権
集
会
を
同
小
体
育
館
で
開
催
。
児
童
は
人
権

授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を
学
年
別
に
発
表
、
い
じ

め
や
差
別
を
な
く
す
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
か
を
考
え
、
活
発
に
意
見
や
感
想
を
出
し
合

い
ま
し
た
。

　

集
会
の
司
会
と
進
行
は
児
童
会
運
営
委
員
の

４
人
。
各
学
年
か
ら
発
表
内
容
を
聞
き
取
っ
て

発
表
順
も
決
め
ま
し
た
。

　

４
年
生
は
、
悪
口
を
言
わ
れ
て
仕
返
し
に

く
つ
を
隠
し
た
話
を
勉
強
。「
仕
返
し
し
て
も
気

持
ち
は
す
っ
き
り
し
な
い
」「
嫌
な
こ
と
を
さ
れ

た
ら
、
い
や
だ
と
は
っ
き
り
言
葉
で
伝
え
た
い
」

「
相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
が
大
事
」
と
発
表
。

　

６
年
生
は
、「
う
わ
さ
を
信
じ
て
差
別
が
生

ま
れ
る
」「
本
当
の
こ
と
か
、
自
分
の
目
と
耳

で
確
か
め
る
」
と
発
表
し
ま
し
た
。

人権集会で意見や感想を発表する東小児童
　

嘉
島
西
小
学
校
の
人
権
学
習
公
開
授
業
が
11

月
21
日
に
開
か
れ
、
全
13
学
級
の
児
童
は
そ
れ

ぞ
れ
の
教
材
で
、
い
じ
め
や
差
別
を
な
く
す
に

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
を
考
え
ま
し
た
。

　

１
年
２
組
の
教
材
は
、「
ぼ
く
の
ラ
ン
ド
セ

ル
」。
ラ
ン
ド
セ
ル
を
拾
う
際
に
、
け
ん
か
の

強
い
子
と
弱
い
子
で
対
応
を
変
え
る
主
人
公
に

つ
い
て
み
ん
な
で
話
し
合
い
、「
人
に
は
や
さ

し
く
し
て
」「
な
ん
で
弱
い
子
に
だ
け
」
な
ど

の
意
見
が
出
て
い
ま
し
た
。

　

４
年
１
組
は
、「
こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
の
す
も

う
」。
差
別
と
は
人
に
よ
っ
て
態
度
を
変
え
る

こ
と
。
同
じ
人
間
で
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る

の
は
お
か
し
い
こ
と
だ
と
学
び
ま
し
た
。

　

多
く
の
保
護
者
が
授
業
を
参
観
。
児
童
た
ち

の
熱
心
な
話
し
合
い
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

公開授業で手をあげる西小児童
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勇
壮
な
か
し
ま
太
鼓
で
開
幕
し
た
町

文
化
祭
（
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
）

嘉
島
町
文
化
祭

「
で
き
た
し
こ
」

イ
オ
ン
モ
ー
ル
で
開
催

　

嘉
島
町
文
化
祭
は
11
月
３
、
４

日
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
の
リ
ン

ク
ガ
ー
デ
ン
ハ
レ
晴
れ
の
イ
ベ
ン

ト
ス
ペ
ー
ス
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
で
き
た
し
こ
」。

河
原
君
代
会
長
は
、「
み
ん
な
が
地

震
の
被
災
者
で
す
が
、
文
化
祭
を

や
ら
な
き
ゃ
復
旧
は
始
ま
ら
な
い
。

自
分
の
足
で
一
歩
ず
つ
進
ん
で
い

こ
う
と
１
カ
月
で
準
備
し
ま
し

た
」。
荒
木
町
長
は
、「
皆
さ
ん
の

強
い
思
い
に
改
め
て
敬
意
を
表
し

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

町
民
会
館
が
被
災
し
た
た
め
会

場
を
変
更
。
参
加
団
体
は
厳
し
い荒木町長 河原会長

状
況
の
中
、
３
日
は
ス
テ
ー
ジ
発

表
、
４
日
は
展
示
で
、
と
も
に
町

の
復
興
へ
の
強
い
思
い
を
表
現
。

イ
オ
ン
モ
ー
ル
の
買
い
物
客
も
大

勢
が
来
場
し
て
い
ま
し
た
。

※
表
紙
参
照

ベ
ジ
タ
ブ
ル
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト 展示作品を熱心に鑑賞する来場者

乙女神楽の豊栄の舞 東部幼光保育園のよさこい 演奏に集中。かしま太鼓

気持ちの込もった嘉島東小４年生の合唱 嘉島保育園のマーチング 幼光保育園の鼓舞太鼓
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「
豊
か
な
心
を

育
む
」
標
語

プルメリア・フラのフラダンス 山野純子さん ハンドサイン嘉島の手話歌太極柔力球かしま

コール・あじさいのコーラス くまモンも登場。子どもに大人気 あややんのバルーンアート

優
秀
・
特
選
・
入
選
作

　

嘉
島
町
教
育
委
員
会
の
主
催
。

優
秀
作
は
役
場
や
町
民
会
館
な
ど

に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

敬
称
略
。
か
っ
こ
＝
小
学
校

【
小
学
校
１
年
生
】

▽
優
秀
・
特
選　

い
で　

り
ょ
う
ま
（
西
）

あ
り
が
と
う　

い
え
ば
み
ん
な
が

い
い
き
ぶ
ん　

▽
入
選　

い
ち
の　

た
つ
き
（
西
）

と
も
だ
ち
は　

げ
ん
き
を
く
れ
る

た
か
ら
も
の

▽
入
選　

よ
ね
む
ら
こ
は
る
（
東
）

け
ん
か
し
て　

な
か
な
お
り
し
て

ま
た
あ
そ
ぶ

【
小
学
校
２
年
生
】

▽
特
選　
　

な
か
の　

み
ゆ
（
西
）

ひ
と
り
で
は　

で
き
な
い
こ
と
も

き
み
と
な
ら

▽
入
選　
　

ふ
た　

り
あ
な
（
西
）

見
つ
け
た
よ　

ず
っ
と
友
だ
ち

た
か
ら
も
の

▽
入
選　

つ
か
も
と　

れ
ん
（
西
）

「
あ
り
が
と
う
」　

そ
の
一
言
も

お
も
い
や
り

【
小
学
校
３
年
生
】

▽
優
秀
・
特
選　飯田　

か
け
る
（
西
）

な
か
な
い
で　

み
ん
な
が
い
る
よ

一
人
じ
ゃ
な
い　

▽
入
選　

橋
本　

あ
き
の
り
（
西
）

さ
よ
う
な
ら　

あ
し
た
も
元
気
に

あ
そ
ぼ
う
ね

▽
入
選　

川
端　

さ
く
ら
こ
（
東
）

あ
り
が
と
う　

お
う
え
ん
さ
れ
て

う
れ
し
い
よ

【
小
学
校
４
年
生
】

▽
特
選　
　
　
　

西
上　

結
（
西
）

思
い
や
り　

人
と
人
と
の

え
ん
結
ぶ

▽
入
選　
　
　

園
田　

俊
士
（
西
）

う
ま
い
水　

だ
い
ず
畑
は

こ
が
ね
い
ろ

▽
入
選　
　
　

田
中　

菜
陽
（
東
）

が
ん
ば
ろ
う　

そ
の
一
言
で

き
ず
な
わ
く

【
小
学
校
５
年
生
】

▽
特
選　
　

髙
森　

咲
優
子
（
東
）

太
陽
と　

風
が
か
な
で
る

麦
の
歌

▽
入
選　
　

岡
田　

ひ
か
る
（
西
）

生
き
物
の　

命
は
み
ん
な

ひ
と
つ
だ
け

▽
入
選　
　
　

井
上　

聖
華
（
東
）

さ
か
な
が
ね　

子
ど
も
と
泳
ぐ

水
の
町

【
小
学
校
６
年
生
】

▽
優
秀
・
特
選　

佐
々
木　

美
咲
子
（
西
）

あ
り
が
と
う　

五
文
字
に
思
い
を

つ
め
こ
ん
で　

▽
入
選　
　
　

奥
田　

彩
花
（
東
）

ど
う
し
た
の
？　

会
話
で
ふ
か
ま

る　

思
い
や
り

▽
入
選　
　
　

川
上　

紗
佳
（
西
）

思
い
や
り　

人
か
ら
人
へ
の

お
く
り
も
の

【
嘉
島
中
学
校
１
年
生
】

▽
優
秀
・
特
選　
　

藤
本　

南
海

と
り
も
ど
そ
う　

み
ん
な
の
心
と

ふ
る
さ
と
を

▽
入
選　
　
　
　
　

内
山　

七
歌

友
情
は　

希
望
も
夢
も

え
が
き
だ
す

▽
入
選　
　
　
　
　

牛
島　

心
海

嘉
島
町　

手
と
手
を
と
っ
て

復
興
へ

【
嘉
島
中
学
校
２
年
生
】

▽
特
選　
　
　
　
　

岡
本　

彩
愛

私
か
ら　

笑
顔
と
行
動　

復
興
へ

▽
入
選　
　
　
　
　

成
松　

楓
河

踏
み
出
そ
う　

未
来
へ
続
く

そ
の
一
歩

▽
入
選　
　
　
　
　

小
谷　

羽
奏

や
さ
し
さ
が　

み
ん
な
の
心
に

花
咲
か
す

【
嘉
島
中
学
校
３
年
生
】

▽
特
選　
　
　
　
　

竹
田　
　

渚

地
震
後
も　

友
の
笑
顔
に

支
え
ら
れ

▽
入
選　
　
　
　
　

廣
田　

百
華

「
助
け
合
い
」　

町
の
み
ん
な
の

合
言
葉

▽
入
選　
　
　
　
　

迫
本　

萌
未

ま
た
明
日　

笑
え
る
日
々
は

幸
せ
だ

広報かしま 2016.12
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６年生の亀井倫奈さん
（左）と冨永新之助君
の誓いの言葉

左から、１年生の荒木友里加さ
ん、佐伯佑理子さん、小嶋一颯
君の開会の言葉

荒木町長 中野校長

嘉島西小
大運動会
10月29日
晴

『全力』

『協力』

『笑顔』
※表紙参照

みんなで手をつなぎ、笑顔でゴールする４年生 リレーで力走する３年生

動きで魅せた５、６年生のダンス 笑顔でゴールの２年生 赤・白対抗リレーでバトンをつなぐ３年生

１、２年生のかわいいダンス 親子で参加の競技はみんないい笑顔

笑顔で回る３年生の台風の目 みんなで声を出す応援合戦 力が入る５年生の綱引き

広報かしま2016.12
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見事な演奏の山﨑さん（右）と島袋さん

サクソフォンの音色に聴き入る児童

　

嘉
島
東
小
学
校
で
10
月
25

日
、
平
成
音
大
ス
ク
ー
ル
コ

ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
、
児
童

や
保
護
者
は
優
し
く
温
か
い

演
奏
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

同
大
講
師
で
、
フ
ラ
ン
ス

留
学
や
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
入

賞
経
験
の
あ
る
サ
ク
ソ
フ
ォ

ン
奏
者
の
山
﨑
明
さ
ん
と
、

同
大
２
年
生
の
ピ
ア
ニ
ス
ト

島
袋
美
咲
さ
ん
の
２
人
が
出

演
し
ま
し
た
。

　

山
﨑
さ
ん
た
ち
は
、サ
ク
ソ

フ
ォ
ン
の
歴
史
や
、動
物
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
曲
の
動
物
名
を

当
て
る
ク
イ
ズ
な
ど
を
盛
り

込
み
な
が
ら
、
学
校
唱
歌
や

ク
ラ
シ
ッ
ク
、
ジ
ブ
リ
メ
ド

レ
ー
な
ど
多
彩
な
曲
を
披
露
。

　

サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
の
音
色
は

心
を
和
ま
せ
る
よ
う
に
優
し

く
温
か
く
、
児
童
は
演
奏
に

合
わ
せ
て
リ
ズ
ム
を
と
っ
た

り
、
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に

歌
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
保
護
者
も
訪
れ
、

演
奏
に
熱
心
に
聴
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

音
色
は
優
し
く
温
か
く

平
成
音
大 

東
小
で
コ
ン
サ
ー
ト

東
小
で
訓
練

　

嘉
島
東
小
学
校
は
11
月
４
日
、

県
内
一
斉
に
行
わ
れ
た
防
災
訓
練

「
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
」
に
合
わ
せ
、

地
震
の
際
に
一
人
ひ
と
り
が
そ
の

場
で
身
を
守
る
初
動
対
応
の
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
で
３
回
目
。
訓
練
開
始
の

ラ
ジ
オ
放
送
が
流
れ
る
と
、
児
童

は
一
斉
に
す
ば
や
く
机
の
下
に
入

り
、
１
分
間
そ
の
ま
ま
動
か
ず
に

待
機
。
そ
の
後
、
防
災
ず
き
ん
を

か
ぶ
っ
て
校
庭
に
避
難
し
ま
し
た
。

児
童
は
あ
わ
て
る
こ
と
な
く
落
ち

着
い
て
行
動
し
て
い
ま
し
た
。

稲
穂
の
脱
穀
体
験

嘉
島
幼
稚
園
児

　

嘉
島
幼
稚
園
の
園
児
は
11
月
１

日
、
掛
け
干
し
し
た
稲
穂
の
脱
穀

作
業
を
体
験
。
昔
な
が
ら
の
足
踏

み
脱
穀
機
と
千
歯
扱
き
に
悪
戦
苦

闘
し
な
が
ら
も
、
園
長
先
生
や
保

護
者
の
手
ほ
ど
き
で
、
一
粒
一
粒

て
い
ね
い
に
籾
（
も
み
）
を
と
っ

て
い
ま
し
た
。

　

12
月
２
日
は
精
米
し
た
お
米
で

お
に
ぎ
り
パ
ー
テ
ィ
ー
。
田
植
え

か
ら
稲
刈
り
、
脱
穀
、
口
に
入
れ

る
ま
で
の
食
育
教
育
で
す
。

お
し
ご
と　
あ
り
が
と
う

幼
光
保
育
園
児

　
「
い
つ
も
私
た
ち
の
た
め
に
お

仕
事
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
、
幼
光
保
育
園
の

年
長
児
30
人
が
、
勤
労
感
謝
の
日

を
前
に
し
た
11
月
18
日
、
嘉
島
交

番
や
町
役
場
な
ど
に
手
作
り
の
小

物
入
れ
を
贈
り
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
色
紙
を
使
っ
て
一

生
懸
命
に
制
作
。
日
ご
ろ
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
医
院
や
郵
便
局
、

ご
み
収
集
会
社
に
も
、
お
礼
と
と

も
に
届
け
ま
し
た
。
※
写
真
は
役
場

ハ
ロ
ー
！　

ど
っ
こ
く
ん

フ
ジ
テ
レ
ビ
が
園
児
に

　

フ
ジ
テ
レ
ビ
の
山
中
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
と
テ
レ
ビ
熊
本
の
荒
木
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
た
ち
が
11
月
10
日
、
嘉

島
幼
稚
園
で
、
園
児
に
食
と
排
せ

つ
の
大
切
さ
を
教
え
る
出
前
授
業

「
ハ
ロ
ー
ど
っ
こ
く
ん
！
」
を
実

施
。
園
児
は
特
大
の
絵
本
を
見
て

大
喜
び
。
読
み
聞
か
せ
や
ク
イ
ズ

で
野
菜
の
名
前
や
排
せ
つ
の
仕
組

み
を
学
び
ま
し
た
。
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１
０
０
回
記
念
食
事
会

仮
設
団
地
住
民
も
招
待

滝
河
原
サ
ロ
ン
き
ず
な

　

高
齢
者
の
健
康
維
持
を
図
っ
て

毎
月
２
回
の
例
会
を
続
け
て
い
る

滝
河
原
サ
ロ
ン
き
ず
な
が
10
月
26

日
、
１
０
０
回
目
の
例
会
を
滝
河

原
公
民
館
で
開
催
。
隣
接
の
仮
設

団
地
の
皆
さ
ん
も
招
待
、
約
40
人

が
サ
ロ
ン
リ
ー
ダ
ー
の
心
づ
く
し

の
料
理
を
味
わ
い
、
交
流
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

第
１
回
は
平
成
24
年
４
月
。
公

民
館
を
会
場
に
、
毎
回
20
〜
30
人

が
参
加
。
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
後
、

体
操
や
脳
ト
レ
、
カ
ラ
オ
ケ
、
手

作
り
お
や
つ
で
の
茶
話
会
な
ど
を

楽
し
み
、
桜
の
花
見
や
七
夕
な
ど

季
節
の
行
事
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
の
料
理
は
、
赤
飯
に
野

菜
の
煮
物
、
黒
豆
サ
ラ
ダ
な
ど
。

参
加
者
は
食
事
や
お
し
ゃ
べ
り
に

興
じ
、
サ
ロ
ン
リ
ー
ダ
ー
の
フ
ラ

ダ
ン
ス
や
歌
に
笑
顔
で
拍
手
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
笑
顔
の
１
０
０
回

記
念
食
事
会

が
サ
ロ
ン

の
料
の
料
理
を
理
を
味
わ
味
わ
いい
、
交交

み
ま
し
た
。

第第
１
回回
は
平
は
平
成成
2244
年年
４
年

月
。
月
。
公公

民
館
民民
館館
を
会
を
会
を
会
場
に
場
に
場
に

毎
、
毎
、
毎
回回回
2200
〜〜
330
人人人

ダ
ン
ス
や

送
っ
送
っ
てて
い
て
い
ま
し
ま
し
た
。

お
楽
し
み
昼
食
会
で
交
流

下
六
嘉
サ
ロ
ン
と

食
改
推
進
員
協
議
会

　

高
齢
者
の
健
康
維
持
を
図
る
下

六
嘉
サ
ロ
ン
か
た
ん
な
っ
せ
と
町

食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
は
11

月
18
日
、
お
楽
し
み
昼
食
会
を
下

六
嘉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

開
催
。
隣
接
の
仮
設
住
宅
の
皆
さ

ん
も
招
待
し
て
、
約
40
人
が
認
知

症
予
防
の
食
事
と
お
し
ゃ
べ
り
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　
「
認
知
症
予
防
は
バ
ラ
ン
ス
の

よ
い
食
事
か
ら
」
と
推
進
員
が

作
っ
た
料
理
は
、
牛
乳
を
使
っ
た

チ
キ
ン
ク
リ
ー
ム
シ
チ
ュ
ー
や
イ

ン
ゲ
ン
豆
の
ゴ
マ
醤
油
和
え
、
レ

ン
コ
ン
の
き
ん
ぴ
ら
な
ど
。

　

参
加
者
は
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の

後
、
み
ん
な
で
歌
い
、
推
進
員
の

講
話
や
新
聞
棒
を
使
っ
た
体
操
な

ど
を
楽
し
み
、
料
理
を
味
わ
い
な

が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

仮設住宅の皆さんも招いたお楽しみ昼食会

み
そ
作
り
を
指
導

　

嘉
島
町
農
村
女
性
グ
ル
ー
プ
連

絡
協
議
会
の
皆
さ
ん
が
10
月
28
日
、

町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
い
あ

い
で
、
町
内
の
主
婦
の
皆
さ
ん
に

み
そ
作
り
を
指
導
、「
ベ
テ
ラ
ン

の
技
」
を
伝
授
し
ま
し
た
。

　

あ
い
あ
い
の
地
域
活
動
の
一
環

で
、
12
人
が
参
加
。
材
料
は
嘉
島

町
産
の
大
豆
５
㌔
と
麦
10
㌔
。
こ

う
じ
を
事
前
に
ね
か
せ
、
３
日
後

に
み
そ
づ
く
り
。

　

参
加
者
は
大
半
が
主
婦
と
あ
っ

て
手
つ
き
は
慣
れ
た
も
の
。
指
導

の
食
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
の

息
も
ぴ
っ
た
り
で
、
和
気
あ
い
あ

い
の
雰
囲
気
の
中
、「
地
産
み
そ
」

を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

第
20
回
松
前
重
義
記
念
館
杯

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　

第
20
回
松
前
重
義
記
念
館
杯
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
は
10
月

25
日
、
御
船
町
の
華
ホ
テ
ル
で
開

か
れ
、
35
人
が
熱
戦
を
展
開
。
鶴

田
誠
一
さ
ん
（
下
六
嘉
）
が
優
勝
。

10
人
が
11
回
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

を
達
成
し
ま
し
た
。

　

日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協

会
の
正
式
会
員
で
構
成
す
る
嘉
島

町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会

（
齊
藤
俊
一
会
長
）
の
主
催
で
す
。

　

２
〜
５
位
は
次
の
通
り
で
す
。

▽
２
位　

藤
田
カ
ツ
コ
さ
ん
（
下

六
嘉
）
▽
３
位　

井
上
博
子
さ
ん

 （
同
） 

▽
４
位　

田
中
順
子
さ
ん

 （
同
） 

▽
５
位　

齊
藤
俊
一
さ
ん

（
上
仲
間
）
▽
６
位　

早
川
睦
男

さ
ん
（
上
六
嘉
）

左から、田中さん、井上さん、
藤田さん、鶴田さん、早川さん、
齊藤さん
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見
守
り
新
鮮

情
報
12
月
号

５
町
連
携
の
消
費
生
活
相
談

　

〜
荒
木
町
長
の
意
思
表
明
〜

　

嘉
島
町
の
消
費
生
活
相
談
室
は
、

平
成
24
年
４
月
に
上
益
城
４
町

（
嘉
島
町
・
御
船
町
・
甲
佐
町
・

山
都
町
）
の
広
域
連
携
で
発
足
し

ま
し
た
。
平
成
26
年
４
月
か
ら
益

城
町
が
加
わ
り
、
上
益
城
５
町
の

連
携
に
な
り
ま
し
た
。
窓
口
に
は

消
費
生
活
専
門
相
談
員
を
配
置
し
、

適
切
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
様
の
安

心
・
安
全
な
消
費
生
活
を
確
保
し
、

被
害
の
未
然
防
止
や
回
復
等
を
図

る
な
ど
、
消
費
者
の
安
全
性
・
利

便
性
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
専
門
相
談
員

を
継
続
的
に
配
置
し
、
消
費
者
啓

発
活
動
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

上
益
城
５
町
の
連
携
を
深
化
さ
せ

る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
充
実
し
た

消
費
生
活
相
談
体
制
を
積
極
的
に

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

嘉
島
町
長　

荒
木　

泰
臣

　

上
益
城
広
域
消
費
生
活
相
談
室

は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

等
の
契
約
問
題
、
商
品
、
サ
ー
ビ

ス
購
入
問
題
、
悪
徳
商
法
な
ど
、

消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に
向

け
て
、
消
費
生
活
相
談
員
が
無
料

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
こ
と
で
も
相
談
し
て

い
い
の
か
し
ら
」
と
い
う
よ
う
な

内
容
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
ど

う
ぞ
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

月
益
城
町
☎
２
８
２

－

１
１
１
１

　
（
※
熊
本
地
震
の
た
め
、
御
船
町

で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
）

火
御
船
町
☎
２
８
２

－

１
１
１
１

水
嘉
島
町
☎
２
３
７

－

１
１
１
２

木
甲
佐
町
☎
２
３
４

－

３
２
２
３

金
山
都
町

☎
０
９
６
７

－

７
２

－

３
１
３
３

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

　
　
　
　

☎
２
３
７

－

１
１
１
２

広
域
連
携
の

相
談
体
制
推
進

あ
な
た
を
守
る
！

消
費
生
活
相
談

「
森
の
く
ま
さ
ん
」出
荷

Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き

　

嘉
島
町
で
生
産
さ
れ
た
特
別
栽

培
米
「
森
の
く
ま
さ
ん
」
出
発
式

が
11
月
18
日
、
Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き

嘉
島
支
所
で
あ
り
、
Ｊ
Ａ
や
県
、

町
の
関
係
者
が
、
震
災
や
豪
雨
を

克
服
し
た
生
産
者
の
努
力
を
た
た

え
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
拍
手
で
新

米
の
初
出
荷
を
祝
い
ま
し
た
。

　
「
森
の
く
ま
さ
ん
」
は
平
成
24

年
か
ら
、
全
国
コ
メ
の
食
味
ラ
ン

キ
ン
グ
で
最
高
評
価
「
特
Ａ
」
を

獲
得
。
今
年
は
町
内
３
２
８
㌶
で

栽
培
さ
れ
ま
し
た
。
熊
本
県
推
奨

う
ま
い
米
基
準
の
Ｓ
ラ
ン
ク
を
達

成
し
た
約
１
０
０
㌧
は
主
に
関

東
・
関
西
方
面
へ
出
荷
さ
れ
ま
す
。

特
別
栽
培
米

初出荷を祝うテープカット

秋
の
褒
章
、
叙
勲　

嘉
島
町
か
ら
３
人

石坂　道春さん

　

昭
和
62
年
３
月
か
ら
平
成
23
年

２
月
ま
で
連
続
６
期
、
町
議
会
議

員
。
そ
の
間
、
副
議
長
や
都
市
計

画
審
議
会
委
員
な
ど
も
。
専
業
農

家
。
議
員
の
後
、
上
島
区
長
も
務

め
ら
れ
ま
し
た
。

石
坂　

道
春 

さ
ん
（
上
島
）

旭
日
双
光
章

德永　隆正さん

　

熊
本
県
料
理
業
生
活
衛
生
同
業

組
合
理
事
長
と
し
て
生
活
衛
生
に

功
績
。
30
代
か
ら
役
員
を
務
め
、

現
在
は
全
国
組
織
の
常
務
理
事
で

も
あ
り
ま
す
。
明
治
時
代
創
業
の

う
な
ぎ
料
亭
と
く
な
が
店
主
。

德
永　

隆
正 
さ
ん
（
鯰
）

藍
綬
褒
章

奥村　一紀さん

　

平
成
４
年
１
月
か
ら
24
年
末
ま

で
21
年
間
に
わ
た
っ
て
町
農
業
委

員
会
委
員
。
こ
の
間
、
会
長
の
ほ

か
下
仲
間
区
長
も
。
今
年
３
月
か

ら
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
も

務
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

奥
村　

一
紀 

さ
ん
（
下
仲
間
）

旭
日
単
光
章

一身　光俊さん

　

10
年
間
に
わ
た
っ
て
農
林
水
産

省
の
農
業
経
営
統
計
調
査
に
協
力
。

調
査
は
年
間
を
通
し
て
肥
料
や
軽

油
な
ど
農
業
経
費
を
記
帳
。
国
の

政
策
の
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

一
身　

光
俊 

さ
ん
（
井
寺
）

農
林
水
産
大
臣
感
謝
状
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税
を
考
え
る
週
間
（
11
月

11
〜
17
日
）
に
合
わ
せ
た

「
税
に
関
す
る
作
品
」
表
彰

式
が
11
月
16
日
、
熊
本
東
税

務
署
で
あ
り
、
嘉
島
中
の
生

徒
も
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
代
を
担
う
生
徒
に
対
す

る
租
税
教
育
の
一
環
で
、
熊

本
東
地
区
税
務
関
係
団
体
長

連
絡
協
議
会
が
毎
年
、
東
税

務
署
管
内
の
中
学
校
を
対
象

に
実
施
。
今
年
は
１
８
５
０

人
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

嘉
島
中
の
受
賞
者
は
次
の

通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

○
習
字
の
部

佳
作　

川
上　

真
奈
（
２
年
）

○
標
語
の
部

熊
本
東
税
務
署
長
賞

　
　

米
光　

凜
音
（
３
年
）

熊
本
東
地
区
青
色
申
告
会
連

合
会
会
長
賞

宮
崎　
　

慧
（
１
年
）

佳
作　

北
村
愛
希
穂
（
１
年
）

佳
作　

鍬
本　

美
香
（
３
年
）

佳
作　

髙
沢　

誌
織
（
３
年
）

佳
作　

中
冨　

遥
香
（
１
年
）

「
税
に
関
す
る

作
品
」
表
彰

嘉
島
中
生
も

図
書
室
か
ら

開
館
日　

火
曜
日
〜
日
曜
日
・
祝
日

開
館
時
間　
９
時
〜
17
時

休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
時
は
翌
日
）・

12
月
28
日
〜
１
月
３
日

☎
２
３
７

－

０
０
５
８

嘉  島  町  民  会  館
熊本地震による被災のため、ホール「アクア」と会議室等は当分の間、利用できません。ご了承ください。

○お問い合わせ先：教育委員会　☎237－0058

《
12
〜
１
月
の
休
館
日
》

12
月
12
、
19
、
26
、
28
〜
31
日

１
月
１
〜
３
、
10
、
16
、
23
、
30
日

※
休
館
日
も
会
館
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
は
利

用
で
き
ま
す
。

☆
貸
出
は
２
週
間
。
み
ん
な
の
た
め
に

返
却
日
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

※
地
震
被
害
で
、
借
り
て
い
る
本
を
返

せ
な
く
な
っ
た
方
は
、
図
書
室
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

※借出と返却のほか、閲覧、
　学習もできるようになりま
　した。

　熊本市との間で締結した連携中枢都市圏構想に伴う協定書により、嘉島町の皆さんも、
熊本市立図書館をはじめ植木、城南、森都心プラザ、とみあいなどの図書館と同市公民
館図書室を利用できるようになりました。
　各図書館（室）で免許証や保険証など住所とお名前が分かるものを提示、利用カード
を作ってご利用ください。
　ただし、図書の借出と返却は熊本市の図書館・図書室に限られ、熊本市内で借りた本
を嘉島町民会館図書室で返すことはできません。

熊本市の図書館・図書室が利用できます！

おすすめ本
硝子の太陽　Ｒルージュ・Ｎノワール
 誉田哲也
海の見える理髪店
 荻原浩
小説こちら葛飾区亀有公園前派出所
 原作・秋本治　大沢在昌他
金メダル男
 内村光良
フォトグラフ　熊本城
 熊本日日新聞社
起立性調節障害がよくわかる本
―朝起きられない子どもの病気
 監修　田中英高
人生がときめく片づけの魔法２
 近藤麻理恵
みんなが来る日のとっておきメニュー
12ケ月のハッピーテーブル
 すずき尋己＋tricko　撮影/公文美和
喜ばれるおせち料理とごちそうレシピ
 牛尾理恵

雪の結晶ノート　マーク・カッシーノ／
 ジョン・ネルソン[作]　千葉茂樹[訳]
ハナさんのおきゃくさま
 角野栄子　さく　西川おさむ　え
あなたのための小さな物語　クリスマス
 赤木かん子・編
黒魔女さんのクリスマス
 石崎洋司/作　藤田香/絵
サンタクロースとぎんのくま
 マレーク・ベロニカ ぶん・え
 みやこうせい やく
しょうがつがくると
 川崎洋・さく　沢田としき・え
うめじいのたんじょうび
 かがくいひろし
さんびきのこねずみとガラスのほし
 たかおゆうこ　作・絵
ぼくの天国ポスト
 寺井広樹　原案
 志茂田景樹　作　福田岩緒　絵

　

あ
る
日
、
子
ど
も
が
大
き
く
な

る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
い
ま
し

た
。
大
き
く
な
る
っ
て
い
う
こ
と

は
、
洋
服
が
小
さ
く
な
っ
た
り
、

新
し
い
歯
が
生
え
て
き
た
り
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
た
の
で
す
。

　

わ
た
し
も
、
大
き
く
な
る
と
き

の
こ
と
を
考
え
て
み
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。
み
な
さ
ん
も
大
き
く
な

る
と
き
の
こ
と
を
考
え
て
、
こ
の

本
を
読
ん
で
み
て
下
さ
い
。

「
お
お
き
く
な
る
っ
て

い
う
こ
と
は
」

　
　
　

中
川
ひ
ろ
た
か
・
文

　
　
　

村
上
康
成
・
絵 

童
心
社

嘉島東小学校５年

宮尾 萌花　さん
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嘉
島
町
の
成
人
式
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

○
日
時

　

１
月
８
日
（
日
）
10
時
45
分
開
式

○
場
所

　

町
民
会
館
ホ
ー
ル
「
ア
ク
ア
」

○
内
容

　

式
典
及
び
記
念
写
真
撮
影

○
対
象
者

　

町
内
居
住
及
び
嘉
島
町
出
身
の
方

※
嘉
島
町
に
住
民
票
が
な
い
方
は
、

事
前
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

嘉
島
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

０
０
５
８

平成29年嘉島町成人式

年
末
年
始
の

ご
み
収
集
・
し
尿
汲
み
取
り

　

年
末
年
始
は
各
家
庭
で
ご
み
が
多
量

に
出
る
時
期
で
す
。

　

収
集
日
は
下
記
の
表
の
通
り
と
な
り

ま
す
の
で
、
早
め
に
計
画
を
立
て
、
収

集
日
以
外
は
絶
対
に
出
さ
な
い
よ
う
に

し
て
下
さ
い
。

　

み
ん
な
で
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
気
持

ち
の
良
い
年
の
暮
れ
、
年
明
け
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

○
益
城
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
ご
み

の
個
人
搬
入
は
、
12
月
24
日
（
土
）・

25
日
（
日
）
は
終
日
９
時
〜
16
時
、
30

日
（
金
）
は
９
時
〜
11
時
ま
で
の
受
入

と
な
り
ま
す
。

　

30
日
は
最
終
日
と
な
る
た
め
、
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
下
さ
い
。

　

年
始
は
１
月
４
日
（
水
）
か
ら
通
常

通
り
の
収
集
に
な
り
ま
す
。

○
し
尿
の
汲
み
取
り
は
12
月
28
日（
水
）

が
最
終
日
と
な
り
ま
す
。

　

年
末
の
汲
み
取
り
は
12
月
20
日（
火
）

ま
で
に
、
米
満
商
会
（
２
３
７－

０
１

１
２
）
へ
直
接
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
６
１
９

年末年始し尿汲み取り・ごみ収集日程

12 月 22 日
（木）

12 月 23 日
（金）

12 月 24 日
（土）

12 月 25 日
（日）

12 月 26 日
（月）

12 月 27 日
（火）

12 月 28 日
（水）

ごみ収集 通常収集 通常受入 通常受入 通常収集

し尿汲取 通常受入 祝日 終日受入 終日受入 通常受入 通常受入 通常受入

12 月 29 日
（木）

12 月 30 日
（金）

12 月 31 日
（土）

１月１日
（日）

１月２日
（月）

１月３日
（火）

１月４日
（水）

ごみ収集 通常収集 年末年始休暇 通常収集

し尿汲取 年末休暇 年始休暇 通常受入

１月５日
（木）

１月６日
（金）

１月７日
（土）

１月８日
（日）

１月９日
（月）

１月 10 日
（火）

１月 11 日
（水）

ごみ収集 通常収集 休日 休日 通常収集

し尿汲取 通常受入 休日 祝日 通常受入 通常受入

注意事項 し尿＝終日受入日 ：土日関係なく ８：30 ～ 16：30
 　　　通常受入日 ：（月）～（金） ８：30 ～ 16：30
  　（土） ８：30 ～ 12：00

 ごみ＝※ 12 月 30 日（金）
 　　　個人搬入９：00 ～ 11：00
 　　　通常受入９：00 ～ 16：00
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成
29
年
度
も
引
き
続
き
入
園
を
希
望
す

る
場
合
は
優
先
さ
れ
ま
す
。

○
入
園
申
請

・
受
付
期
間　

12
月
22
日
（
木
）

　
　
　
　
　

〜
１
月
20
日
（
金
）

・ 

提
出
先　

嘉
島
町
学
校
教
育
課
（
町

民
会
館
内
）
又
は
嘉
島
幼
稚
園

・ 

提
出
物　

入
園
申
請
書
（
必
要
事
項

を
記
入
、
押
印
し
た
も
の
）

※
入
園
申
請
書
は
嘉
島
町
学
校
教
育
課

と
嘉
島
幼
稚
園
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

○
選
考

　

入
園
希
望
者
が
定
員
を
超
え
る
と
き

は
、
抽
選
に
よ
り
決
定
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
結
果
は
後
日
通
知
し
ま
す
。

○
そ
の
他

・
保
育
時
間

　

 

９
時
〜
15
時
（
時
間
外
保
育
は
あ
り

ま
せ
ん
）

・
通
園
方
法

　

 

保
護
者
等
に
よ
る
送
迎
（
ス
ク
ー
ル

バ
ス
等
は
あ
り
ま
せ
ん
）

〈
幼
稚
園
説
明
会
〉

・
12
月
22
日
（
木
）
15
時
半
〜

・
内
容　

入
園
希
望
の
保
護
者
に
幼

稚
園
で
概
要
を
説
明
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
学
校
教
育
課

☎
２
３
７－

０
９
３
７

　
　

嘉
島
幼
稚
園

☎
２
３
７－

５
２
１
０

役
場
入
り
口
変
更

役
場
正
面
玄
関
の
復
旧
工
事
で

出
入
口
は
西
側
通
用
口
に
変
更

　

町
役
場
庁
舎
の
正
面
玄
関
は
熊
本
地

震
に
よ
る
被
災
の
復
旧
工
事
を
行
っ
て

い
る
た
め
、
出
入
り
が
出
来
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
西
側
通
用
口

を
代
替
の
出
入
口
と
し
て
い
ま
す
。

　

工
事
個
所
は
玄
関
ホ
ー
ル
と
そ
の
上

の
２
、
３
階
渡
り
廊
下
で
、
完
了
予
定

は
平
成
29
年
１
月
末
。
来
庁
者
用
の
駐

車
場
も
庁
舎
西
側
と
し
て
い
ま
す
。

　

来
庁
者
の
皆
様
に
は
、
通
行
止
め
等

で
迂
回
し
て
頂
く
場
合
も
あ
り
、
ご
迷

惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
総
務
課

☎
２
３
７－

１
１
１
２

熊
本
地
震

地
震
災
害
が
れ
き
の

年
末
年
始
の
受
け
入
れ

　

浮
島
水
辺
公
園
北
側
に
設
置
し
て
い

る
仮
置
き
場
で
の
災
害
が
れ
き
の
受
け

入
れ
は
、
次
の
通
り
で
す
。

○
年
末

　

12
月
28
日
（
水
）
正
午
ま
で

○
年
始

　

１
月
５
日
（
木
）
午
前
８
時
半
か
ら

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
６
１
９

熊
本
地
震
の
被
災
家
屋

個
人
先
行
解
体
分
の
支
払
い

　

被
災
家
屋
を
先
行
し
て
個
人
で
解
体

さ
れ
た
場
合
は
解
体
後
、
撤
去
済
申
出

書
の
書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
、
名
寄
帳
等
の
面
積
と
申
出

の
面
積
と
の
相
違
（
面
積
が
大
き
い
）

が
多
々
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
通
常
は
名
寄
帳
の
面
積

を
採
用
し
ま
す
が
、
実
測
が
行
わ
れ
、

実
測
図
、
求
積
図
、
計
測
写
真
が
あ
る

場
合
は
実
測
面
積
を
採
用
し
ま
す
。
面

積
の
確
定
に
は
十
分
注
意
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
基
準
額
の
範
囲
内
で
支
払
い
ま
す
。

基
準
額
を
超
過
し
た
分
は
個
人
負
担
と

な
り
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
６
１
９

専
門
家
に
よ
る
無
料
建
築
相
談

　

日
本
建
築
家
協
会
九
州
支
部
の
専
門

家
が
、
熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た
住
宅

の
改
修
や
建
て
替
え
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。
現
地
調
査
ま
で
ご
希
望
の

場
合
は
有
料
に
な
り
ま
す
。

　

受
付
後
に
日
程
調
整
を
行
い
、
実
際

の
相
談
は
１
月
に
な
り
ま
す
。

○
受
付
場
所　

役
場
総
合
相
談
窓
口

○
受
付
日
時

　

12
月
12
日
（
月
）
〜
27
日
（
火
）

　

土
日
祝
日
を
除
く
９
時
〜
16
時

※
被
害
状
況
調
査
に
関
す
る
相
談
は
お

受
け
で
き
ま
せ
ん
。
ご
了
承
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
総
務
課

☎
２
３
７－

１
１
１
２

子
育
て
・
健
全
育
成

平
成
29
年
度
嘉
島
町
立

嘉
島
幼
稚
園
児　

募
集

○
応
募
資
格

　

嘉
島
町
に
居
住
し
て
お
り
平
成
23
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
26
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
幼
児

○
募
集
園
児
（
定
員
）
数

・
３
歳
児
（
平
成
25
年
４
月
２
日

　
　

〜
平
成
26
年
４
月
１
日
生
）
35
人

・
４
歳
児
（
平
成
24
年
４
月
２
日

　
　

〜
平
成
25
年
４
月
１
日
生
）
35
人

・
５
歳
児
（
平
成
23
年
４
月
２
日

　
　

〜
平
成
24
年
４
月
１
日
生
）
35
人

※
現
在
３
・
４
歳
児
学
級
の
園
児
が
平
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届
出
が
な
い
場
合
は
来
年
度
の
固
定

資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
税
務
課

☎
２
３
７－

２
６
３
９

震
災
に
伴
う
町
税
等
の
過
納
金
還
付

　

熊
本
地
震
に
伴
う
減
免
で
税
額
が
変

わ
り
、
過
納
金
が
生
じ
る
方
に
は
還
付

処
理
を
行
い
、
順
次
、
還
付
通
知
等
を

送
付
い
た
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
税
務
課

☎
２
３
７－

２
６
３
９

公
的
年
金
収
入
の
あ
る
方

の
確
定
申
告

　

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額

が
４
百
万
円
以
下
で
、
か
つ
、
公
的
年

金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額

が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、
所

得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
に
つ
い
て

確
定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
こ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、

①
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
還

付
を
受
け
る
た
め
に
は
、
確
定
申
告
書

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
住
民
税
の
申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
（
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
に
お

尋
ね
下
さ
い
）。

人
形
芝
居
「
桃
太
郎
」

　
「
劇
団
ぱ
れ
っ
と
」
に
よ
る
人
形
芝

居
を
嘉
島
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま

す
。
お
気
軽
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

１
月
９
日
（
月
・
祝
）

　
　
　
　

10
時
〜
（
１
時
間
程
度
）

○
場
所　

嘉
島
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

嘉
島
町
上
六
嘉
９
１
７

○
入
場
料　

無
料

※
交
通
事
故
等
に
は
十
分
気
を
付
け
て

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

嘉
島
町
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
２
３
７－

０
４
６
４

東
部
幼
光
保
育
園
で
園
庭
開
放

○
日
時

　

12
月
15
日
（
木
）
10
時
〜
11
時
半

○
場
所　

東
部
幼
光
保
育
園　

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
前
日
ま

で
に
保
育
園
へ
予
約
し
、
当
日
は
必
ず

保
護
者
同
伴
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

万
が
一
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
、

す
べ
て
保
護
者
の
責
任
と
な
り
ま
す
の

で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

園
庭
開
放
だ
け
で
な
く
、
個
別
の
園

見
学
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　
　

東
部
幼
光
保
育
園

☎
３
６
０－

６
１
０
３

そ
の
他
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
は

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

青
少
年
育
成
優
良
団
体
に
助
成
金

　

嘉
島
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
は
、

次
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
育
成
に
取

り
組
み
、
他
の
模
範
と
な
る
よ
う
な
地

域
に
密
着
し
た
活
動
を
し
て
い
る
団
体

に
対
し
、
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

申
請
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、
町
民

課
福
祉
係
に
申
請
様
式
を
準
備
し
て
お

り
ま
す
の
で
申
し
出
て
下
さ
い
。

○
申
請
締
切　

　

１
月
23
日
（
月
）
17
時
ま
で

○
助
成
対
象
団
体

　

世
代
間
交
流
を
図
り
な
が
ら
、
伝
統

文
化
の
継
承
や
環
境
保
全
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
幅
広
く
積
極
的
に
青

少
年
の
健
全
育
成
に
取
り
組
み
、
審
査

会
で
活
動
が
優
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ

た
民
間
の
団
体
に
、
予
算
の
範
囲
内
で

助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

税
・
申
告

年
内
の
家
屋
解
体
は
滅
失
届
を

　

年
内
に
解
体
し
た
家
屋
は
12
月
末
ま

で
に
滅
失
の
届
出
が
必
要
で
す
。　

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
税
務

署
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

熊
本
東
税
務
署
（
自
動
音
声
案
内
）

☎
３
６
９－

５
５
６
６

復
興
特
別
所
得
税
の
記
載
漏
れ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

平
成
25
年
分
か
ら
平
成
49
年
分
ま
で
、

復
興
特
別
所
得
税
（
原
則
と
し
て
各
年

分
の
所
得
税
額
の
２
・
１
％
）
を
所
得

税
と
併
せ
て
申
告
・
納
付
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
書
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、

「
復
興
特
別
所
得
税
額
」
欄
の
記
載
漏

れ
が
な
い
よ
う
ご
注
意
下
さ
い
。

※
還
付
申
告
の
方
も
含
め
、
申
告
さ
れ

る
す
べ
て
の
方
に
つ
い
て
「
復
興
特
別

所
得
税
額
」
欄
の
記
載
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.nta.go.jp/

）
の
「
個

人
の
方
に
係
る
復
興
特
別
所
得
税
の
あ

ら
ま
し
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄

り
の
税
務
署
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

熊
本
東
税
務
署
（
自
動
音
声
案
内
）

☎
３
６
９－

５
５
６
６
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し
や
婚
姻
・
離
婚
な
ど
に
よ
り
住
所
や

氏
名
に
変
更
が
あ
っ
た
方
は
、
通
知
カ
ー

ド
の
裏
面
に
変
更
事
項
を
記
入
し
ま
す

の
で
町
民
課
戸
籍
係
ま
で
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

　

通
知
カ
ー
ド
の
下
の
部
分
の
「
個
人

番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
」
は
変
更
す

る
と
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
必
要
な
方
は

役
場
の
町
民
課
戸
籍
係
ま
で
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
住
所
や
氏
名
が

変
わ
っ
て
も
番
号
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

通
知
カ
ー
ド
は
大
事
な
も
の
で
す
の
で
、

大
切
に
保
管
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
受
け
取
り
が
お
済
み
で
な
い
方
へ

　

平
成
27
年
10
月
5
日
時
点
で
嘉
島
町

に
住
民
票
が
あ
る
方
で
、
通
知
カ
ー
ド

の
受
け
取
り
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

免
許
証
な
ど
本
人
と
確
認
で
き
る
書
類

と
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
役
場
町
民

課
戸
籍
係
ま
で
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

受
け
取
り
は
原
則
と
し
て
本
人
し
か

で
き
ま
せ
ん
。
本
人
の
ご
来
庁
が
難
し

い
場
合
は
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

※
本
人
確
認
の
た
め
の
書
類
＝
免
許

証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
、
保
険
証
や
年
金
証

書
な
ど
（
顔
写
真
が
付
い
て
い
な
い
物

は
２
つ
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

町
役
場
町
民
課
戸
籍
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

申
告
相
談
・
確
定
申
告
無
料
相
談

　

税
務
署
が
開
設
す
る
申
告
相
談
会
場

及
び
税
理
士
会
に
よ
る
確
定
申
告
無
料

相
談
会
場
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

申
告
書
は
会
場
内
で
作
成
・
提
出
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
作
成
し
、
印
刷
し
て
郵
便

又
は
ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
り
提
出
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

《
税
務
署
開
設
の
申
告
相
談
》

○
開
設
場
所　

火
の
国
ハ
イ
ツ
（
熊
本

市
東
区
石
原
２
丁
目
２－

28
）

○
開
設
期
間

①
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方

　

１
月
30
日
（
月
）
〜
２
月
15
日
（
水
）

※
土
、
日
除
く
。
２
月
16
日
（
木
）
以

降
は
通
常
の
確
定
申
告
に
よ
る
対
応
と

な
り
ま
す

②
通
常
の
申
告
相
談

　

２
月
16
日
（
木
）
〜
３
月
15
日
（
水
）

※
土
、
日
除
く
。
２
月
19
日
、
26
日
に

限
り
日
曜
日
開
設

○
受
付
時
間　

９
時
〜
16
時

《
税
理
士
会
の
確
定
申
告
無
料
相
談
》

○
開
設
場
所　

火
の
国
ハ
イ
ツ

○
開
設
期
間　

２
月
13
日
（
月
）
〜
２
月
15
日
（
水
）

○
受
付
時
間　

　

９
時
〜
12
時
、
13
時
〜
15
時

　

熊
本
東
税
務
署
で
は
、
申
告
相
談
を

行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

　

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
、
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
公
共
交
通
機
関
の
ご
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

申
告
期
限
間
際
は
申
告
会
場
の
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
早
め
の
申
告
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

熊
本
東
税
務
署
（
自
動
音
声
案
内
）

☎
３
６
９－

５
５
６
６

下
水
道
料
金
の
減
免

　

一
般
家
庭
の
下
水
道
使
用
料
は
毎
月

１
日
、
住
民
基
本
台
帳
の
世
帯
人
員
に

よ
っ
て
算
定
し
て
い
ま
す
。

　

住
民
票
を
嘉
島
町
に
置
い
た
ま
ま
町

外
で
生
活
し
て
い
る
方
（
長
期
入
院
、

単
身
赴
任
、
自
宅
外
か
ら
通
学
す
る
学

生
等
）
に
つ
い
て
は
、
使
用
料
の
減
免

措
置
が
あ
り
ま
す
が
、
所
定
の
様
式
に

よ
る
申
請
が
必
要
で
す
。

　

減
免
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場
建

設
課
下
水
道
係
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
建
設
課
下
水
道
係

☎
２
３
７－

２
５
９
７

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

住
基
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
へ

　

平
成
27
年
12
月
を
も
っ
て
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）
の
受
付

は
終
了
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

代
わ
り
ま
し
た
。
住
基
カ
ー
ド
の
期
限

が
切
れ
る
方
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
申
請
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

申
請
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー

ド
（
通
知
カ
ー
ド
）
の
下
の
部
分
を
切

り
離
し
て
申
請
書
と
し
て
郵
送
す
る
か
、

申
請
書
の
Ｉ
Ｄ
を
使
っ
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
パ
ソ
コ
ン
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
通
知
カ
ー
ド
に
同
封
の
『
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
の
お
知
ら

せ
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
の
ご
案

内
』
や
公
式
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
公
式
サ
イ
ト

https://w
w
w
.kojinbango-card.go.jp

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
住
基
カ
ー

ド
と
は
違
っ
て
申
請
か
ら
受
け
取
り
ま

で
最
低
１
カ
月
以
上
か
か
り
ま
す
の
で
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
確
定
申
告
を

す
る
予
定
の
方
は
早
め
の
申
請
を
お
勧

め
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
戸
籍
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド

○
引
っ
越
し
、
婚
姻
・
離
婚
な
ど
で
住

所
や
氏
名
に
変
更
が
あ
っ
た
方
へ

　

平
成
27
年
10
月
５
日
以
降
、
引
っ
越
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☎
３
６
９－

５
５
６
６

環
境
・
衛
生

携
帯
電
話
の
新
電
波
利
用
に
伴
う

テ
レ
ビ
視
聴
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　

平
成
29
年
１
月
26
日
（
予
定
）
よ
り
、

上
島
・
鯰
地
区
の
一
部
に
お
い
て
携
帯

電
話
の
新
し
い
電
波
利
用
を
開
始
し
ま

す
。
開
始
に
伴
い
、
テ
レ
ビ
映
像
に
影

響
の
出
る
恐
れ
の
あ
る
ご
家
庭
に
は
、

事
前
に
お
知
ら
せ
の
チ
ラ
シ
を
配
布
し

ま
す
。
万
が
一
、
影
響
が
出
た
場
合
は

一
般
社
団
法
人
７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
（
メ
ガ

ヘ
ル
ツ
）
利
用
推
進
協
会
が
無
償
で
回

復
作
業
を
行
い
ま
す
の
で
、
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
テ
レ
ビ
受
信

　
　

障
害
対
策
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
２
０－

７
０
０－

０
１
２

　

☎
０
５
０－

３
７
８
６－

０
７
０
０

※
受
付
時
間
９
時
〜
22
時
（
年
中
無
休
）

う
な
ぎ
採
捕
禁
止

　

う
な
ぎ
の
資
源
保
護
の
た
め
、
熊
本

県
内
全
域
で
、
う
な
ぎ
の
採
捕
が
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
捕
獲
禁
止
の
概
要

○
採
捕
禁
止
の
水
産
動
物

　

全
長
21
㎝
を
超
え
る
う
な
ぎ

○
禁
止
期
間

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
受
け
取
り

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
記
載
さ
れ
て
い
る
写
真
つ
き
カ
ー

ド
）
の
申
請
を
さ
れ
た
方
に
は
カ
ー
ド

が
出
来
上
が
り
次
第
、
順
次
ハ
ガ
キ
で

お
受
け
取
り
の
通
知
を
し
て
い
ま
す
。

　

通
知
の
ハ
ガ
キ
、
通
知
カ
ー
ド
、
本

人
と
確
認
で
き
る
書
類
を
お
持
ち
の
う

え
、
役
場
戸
籍
係
ま
で
受
け
取
り
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

　

受
け
渡
し
の
際
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
写
真
と
申
請
者
と
の
顔
認
証
を

し
て
、
本
人
に
交
付
し
ま
す
。
申
請
者

本
人
が
役
場
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

受
け
取
り
は
原
則
と
し
て
、
本
人
し

か
で
き
ま
せ
ん
。
本
人
来
庁
が
難
し
い

場
合
は
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
は
、
パ
ス
ワ
ー

ド
の
入
力
や
本
人
確
認
な
ど
時
間
が
か

か
り
ま
す
。
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※
通
知
の
ハ
ガ
キ
に
書
い
て
あ
る
期
限

を
過
ぎ
て
も
受
け
取
り
は
可
能
で
す

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
戸
籍
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

電
子
証
明
書
の
更
新
手
続
は

お
済
み
で
す
か

　

住
基
カ
ー
ド
の
電
子
証
明
書
の
有
効

期
限
は
３
年
で
す
。
有
効
期
限
を
過
ぎ

た
場
合
は
、
電
子
証
明
書
を
取
得
し
た

役
所
の
窓
口
で
更
新
手
続
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番

号
）
カ
ー
ド
の
導
入
に
よ
り
住
基
カ
ー

ド
の
交
付
は
、
平
成
27
年
12
月
末
で
終

了
し
、
平
成
28
年
１
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
発
行
が
開
始
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付
に
は
日
数
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
等
の
行
政
手
続

を
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
早
め
の
申
請

手
続
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.soum

u.go.jp/m
ain_

sosiki/jichi_gyousei/c-gyousei/ko
jinninshou.htm
）
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
さ
れ

た
方
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
電

子
証
明
書
が
標
準
的
に
付
与
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
ｅ－
Ｔ
ａ
ｘ

の
利
用
が
で
き
ま
す
。

※
電
子
証
明
書
を
更
新
さ
れ
た
方
は
、

ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
を
使
用
す
る
前
に
電
子
証

明
書
の
再
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ

ス
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
（http://w

w
w
.

jpki.go.jp/

）
又
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

熊
本
東
税
務
署
（
自
動
音
声
案
内
）

　

平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

○ 

禁
止
区
域　

熊
本
県
内
の
海
面
及
び

河
川
等
の
内
水
面

○ 

対
象
者　

漁
業
者
・
遊
漁
者
を
含
む

す
べ
て
の
方

　

熊
本
県
漁
業
調
整
規
則
等
に
基
づ
き
、

全
長
21
㎝
以
下
の
う
な
ぎ
は
年
間
を
通

じ
て
採
捕
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

違
反
し
た
場
合
は
、
罰
則
が
適
用
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
農
林
水
産
部
水
産
振
興
課

☎
３
３
３－

２
４
５
６

　
　

役
場
農
政
課
農
政
係

☎
２
３
７－

２
６
２
９

調
理
師
業
務
従
事
者
届
の
提
出

　

就
業
し
て
い
る
調
理
師
は
、
法
に
基

づ
き
２
年
ご
と
に
就
業
地
等
に
関
す
る

届
出
が
必
要
で
す
。

○
対
象

　

平
成
28
年
12
月
31
日
現
在
、
調
理
師

免
許
を
有
し
県
内
で
調
理
業
務
に
従
事

し
て
い
る
方

○
届
出
用
紙
の
設
置
場
所　
　

　

県
庁
健
康
づ
く
り
推
進
課
、
熊
本
県

の
保
健
所
、
熊
本
市
の
保
健
所
及
び
各

区
役
所
、
山
鹿
市
役
所

○
提
出
期
限

　

平
成
29
年
１
月
16
日
（
月
）

○
提
出
先

　

就
業
地
を
所
管
す
る
保
健
所
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【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
３
３
３－

２
２
５
２

相　

談　
心
配
ご
と
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
事
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
、
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
料
は
、
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

12
月
21
日
（
水
）　

弁
護
士

　

１
月
25
日
（
水
）　

弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

定
員
（
原
則
４
名
）
に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所　

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
相
談
時
間　

13
時
半
〜
15
時
半

　
　
　
　
　
　
（
１
人
30
分
以
内
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

進
学

「
有
斐
学
舎
」
入
寮
生
募
集

　

首
都
圏
の
大
学
に
通
う
熊
本
県
出
身

の
大
学
生
の
た
め
の
寮
「
有
斐
学
舎
」

が
平
成
29
年
度
入
寮
生
を
募
集
し
ま
す
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ

い
。

○
所
在
地　

　

埼
玉
県
志
木
市
柏
町
６－

27－

14

○
対
象　
　

　

平
成
29
年
４
月
か
ら
首
都
圏
の
４
年

制
大
学
に
進
学
す
る
熊
本
県
出
身
の
男

子
及
び
女
子
学
生
（
女
子
は
当
面
６
名

ま
で
）

○
寮
費　

　

２
人
部
屋　

月
額
１
万
２
千
円

　

１
人
部
屋　

月
額
１
万
８
千
円

　

電
気
料
金
・
食
費
は
実
費
。

　

な
お
、
熊
本
地
震
の
被
災
者
等
の
子

弟
に
つ
い
て
は
舎
費
減
免
制
度
あ
り
。

○
入
舎
料　

７
万
円
（
入
舎
時
の
納
付
）

○
応
募
期
限　

　

第
１
回　

１
月
10
日
（
火
）

　

第
２
回　

３
月
１
日
（
水
）

　

第
３
回　

３
月
21
日
（
火
）

○
応
募
書
類
配
布
場
所

熊
本
県
県
政
情
報
文
書
課
（
県
庁
２
階
）

熊
本
県
東
京
事
務
所

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

公
益
財
団
法
人

　
　
　

肥
後
奨
学
会　

有
斐
学
舎

　
　

☎
０
４
８－

４
７
３－

７
５
９
１

就
活
・
試
験
・
講
習

お
仕
事
探
し
の
お
手
伝
い

　

熊
本
県
は
上
益
城
地
域
振
興
局
内

○
受
付
期
間　

12
月
16
日
（
金
）
ま
で

※ 

土
・
日
・
祝
日
除
く
８
時
半
〜
17
時

　

 

郵
送
は
12
月
16
日
（
金
）
午
後
５
時

ま
で
に
共
済
組
合
総
務
課
へ
必
着
し

た
も
の
で
、
書
類
が
完
備
し
て
い
る

も
の
に
限
り
受
け
付
け
る

○ 

申
込
先　

熊
本
県
市
町
村
職
員
共
済

組
合
総
務
課
（
熊
本
市
東
区
健
軍
１

丁
目
５
番
３
号
）

○
試
験
日
時

・
第
１
次
試
験　

１
月
８
日
（
日
）

・
第
２
次
試
験　

２
月
上
旬　

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
市
町
村
職
員

　
　
　

共
済
組
合
総
務
課

☎
３
６
５－

１
９
０
０

55
歳
か
ら
の
お
仕
事
支
援

講
習
の
受
講
者
募
集

　

熊
本
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会
は
55
歳
以
上
の
求
職
者
を
対
象
に

講
習
を
開
催
し
ま
す
。

※
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
求
職
登
録
が
必
要
で
す
。

《
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
トス

タ
ッ
フ
講
習
》

○
講
習
期
間　

　

１
月
11
日
（
水
）
〜
12
日
（
木
）

○
定
員　

20
人

○
実
施
場
所　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本

○
申
込
締
切
日　

１
月
５
日
（
木
）

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

（
１
階
福
祉
課
前
）
に
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・

上
益
城
ブ
ラ
ン
チ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

就
職
に
関
す
る
相
談
な
ど
、
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
内
容

・
就
職
に
関
す
る
様
々
な
相
談

・
適
性
診
断

・ 

履
歴
書
や
職
務
経
歴
書
作
成
の
ア

ド
バ
イ
ス

・
面
接
練
習
や
対
策

・ 

し
ご
と
開
拓
員
に
よ
る
企
業
訪
問

や
求
人
開
拓

・
保
護
者
の
面
談
等

○
利
用
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※ 

土
・
日
・
祭
日
、
年
末
年
始
は
お
休

み
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
上
益
城
ブ
ラ
ン
チ

☎
２
８
２－

１
０
１
３

熊
本
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合

職
員
採
用
試
験

○
職
種
及
び
採
用
予
定
人
数

・
職
種　

一
般
事
務

・
採
用
予
定
人
数　

１
人
程
度

○
受
験
資
格

・ 

昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、

４
年
制
大
学
卒
業
程
度
の
学
力
を
有

す
る
者
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グ
を
予
定

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

ま
た
は
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
３
７
８－

０
１
２
１

生
涯
学
習

わ
く
わ
く
！
パ
レ
ア
フ
ェ
ス
タ

○
日
時

　

１
月
28
日
（
土
）
10
時
〜
16
時

○
場
所　

く
ま
も
と
県
民
交
流
会
館

○ 

主
な
内
容　

肥
後
ち
ょ
ん
か
け
ご
ま

体
験
、
化
石
レ
プ
リ
カ
作
り
、
ジ
ャ

パ
ネ
ッ
ト
た
か
た
創
業
者
・
髙
田
明

さ
ん
に
よ
る
講
演
な
ど

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

☎
３
５
５－

４
３
１
２

放
送
大
学
４
月
生
募
集

　

放
送
大
学
は
平
成
29
年
度
第
１
学
期

（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制

の
大
学
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業

し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

　
　

熊
本
県
シ
ル
バ
ー
人
材

　
　

セ
ン
タ
ー
連
合
会

☎
３
１
２－

３
３
１
０

障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た

職
業
訓
練
生
募
集
（
受
講
料
無
料
）

《
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ソ
コ
ン
基
礎
科
》

○
受
講
対
象
障
が
い

　

身
体
障
が
い
の
う
ち
聴
覚
障
が
い
、

上
肢
障
が
い
、
下
肢
障
が
い
、
内
部
障

が
い
、
精
神
障
が
い
、
発
達
障
が
い
、

難
病

○
定
員　

７
名

○ 

内
容　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
か
ら
、

ワ
ー
プ
ロ
・
表
計
算
３
級
取
得
を
目

指
し
、
社
会
人
に
必
要
な
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ナ
ー
を
学
習
し
ま
す

○
募
集
期
間　

　

12
月
12
日
（
月
）
〜
１
月
31
日
（
火
）

○
訓
練
期
間

　

３
月
１
日
（
水
）
〜
年
５
月
31
日
（
水
）

○
経
費　

テ
キ
ス
ト
代　

　

４
８
１
７
円
（
税
抜
き
）
程
度

○ 

訓
練
場
所　

株
式
会
社
カ
ラ
ン
ク
ラ

ス
（
合
志
市
野
々
島
４
４
１
４－

１

２
５
）

《
パ
ソ
コ
ン
基
礎
習
得
科
》

○
受
講
対
象
障
が
い

　

身
体
障
が
い
の
う
ち
下
肢
・
内
部
障

が
い
、
精
神
障
が
い
、
発
達
障
が
い
、

難
病
、
高
次
脳
機
能
障
が
い

○
定
員　

６
名

○ 

内
容　

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を
通
じ
て

実
践
的
能
力
を
養
い
、
ワ
ー
ド
・
エ

ク
セ
ル
・
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
資
格

取
得
を
目
指
し
ま
す

○
募
集
期
間　

　

12
月
12
日
（
月
）
〜
１
月
31
日
（
火
）

○
訓
練
期
間

　

３
月
１
日
（
水
）
〜
５
月
31
日
（
水
）

○
経
費　

テ
キ
ス
ト
代　

　

９
３
０
０
円
（
税
抜
き
）
程
度

○ 

訓
練
場
所　

株
式
会
社
総
合
プ
ラ
ン

ト（
熊
本
市
中
央
区
神
水
１－

38－

10
）

《
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
科
》

○
受
講
対
象
障
が
い

　

身
体
障
が
い
の
う
ち
上
肢
障
が
い
、

下
肢
障
が
い
、
内
部
障
が
い
、
精
神
障

が
い
、
難
病

※
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
方
が
対
象

○
定
員　

５
名

○ 

内
容　

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
か
ら
応
用
、

実
践
（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
）
を

ｅ－

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
通
し
て
学
び
ま
す

訓
練
は
火
曜
、
木
曜
。

○
募
集
期
間　

１
月
31
日
（
火
）
ま
で

○
訓
練
期
間

　

３
月
７
日
（
火
）
〜
５
月
30
日
（
火
）

○
経
費　

テ
キ
ス
ト
代　

　

５
４
０
０
円
（
税
抜
き
）
程
度

○
訓
練
場
所　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
、
自
宅
で
訓
練
。
月
に
１
度
熊
本

県
立
高
等
技
術
専
門
校
で
ス
ク
ー
リ
ン

様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の

方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

○
出
願
期
間　

・
第
１
回　

平
成
29
年
２
月
28
日
ま
で

・
第
２
回　

３
月
20
日
ま
で
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

ま
で
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
３
４
１－

０
８
６
０

渋
滞
予
想

熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
７

　

平
成
29
年
２
月
19
日
（
日
）、
熊
本

市
内
で
「
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１

７
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
大
規
模
な
交
通
規
制
が
実
施

さ
れ
ま
す
の
で
、
大
幅
な
渋
滞
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
熊
本
市
内
へ
お
出
か
け
の

際
に
は
、
マ
イ
カ
ー
の
利
用
を
控
え
、

公
共
交
通
機
関
の
ご
利
用
を
お
願
い
し

ま
す
。　

　

詳
細
は
「
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
」
を
ご
確
認
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン

　
　
　

実
行
委
員
会
事
務
局　

☎
３
２
８－

２
３
７
３
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☎ 

2
3
7

－

0
0
4
4

〜
ひ
の
く
に
ピ
カ
ピ
カ
運
動
実
施
中
〜

　

来
年
1
月
31
日
ま
で
実
施
中
。
日

没
が
早
ま
り
、
交
通
事
故
が
発
生
し

や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
歩
行
者
は

外
出
時
の
反
射
材
の
活
用
、
車
両
は

前
照
灯
の
早
め
点
灯
（
午
後
５
時
を

目
安
）
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
対
向

車
が
あ
る
場
合
等
を
除
き
、
運
転
中

は
「
上
向
き
点
灯
」
が
基
本
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○交通事故・刑法犯の発生状況　　（件数）平成 28 年 10 月末現在
交通事故 刑 法 犯

け
が
（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万
引
き

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

H28.10 8 63 0 0 6 0 0 0

H28 累計 64 585 4 1 26 8 0 9

前年比 +2 -20 +1 ± 0 -6 +3 -8 -3

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

H28.10 25 205 0 4 6 2 0 0

H28 累計 185 2053 17 6 34 22 2 20

前年比 -15 +241 +8 +4 -8 +4 -15 -8

〔発行者〕御船地区防犯協会連合会・御船警察署（☎ 282 － 1110　内線 261 ～ 264）

～みんなでつくろう
　　安全・安心の街～

12 月 の納税等 １ 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談
固定資産税………………④　期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 } ⑧　期介護保険料
保育所利用料………… 12月分
下水道使用料………… 11月分
納期限日（口座振替日）
　　平成28年12月26日（月）

町県民税…………………④　期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 } ⑨　期介護保険料
保育所利用料……………１月分
下水道使用料………… 12月分
納期限日（口座振替日）
　　平成29年１月31日（火）

毎月第２・第４水曜日
午後６時～午後８時

１月11日
町税務課員が対応します。
☎ 237－2639（直通）

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認下さい。　“納税であなたが築く豊かな郷土”

みんなでつくろう安全・安心の街
～安全で安心して暮らせる街をめざして～
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人
権
問
題
の

　
　
　

正
し
い
理
解
の
た
め
に

〔その295〕

歴史的事件等
同和問題を知っていますか

○
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
…

　

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
つ
い
て
は
、
国

の
隔
離
政
策
な
ど
に
よ
っ
て
つ
く
り
出

さ
れ
た
偏
見
や
差
別
を
な
く
す
こ
と
、

ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
等
へ
の
十
分
な
医

療
や
福
祉
を
確
保
す
る
こ
と
、
さ
ら
に

は
、
地
域
社
会
か
ら
孤
立
す
る
こ
と
な

く
安
心
し
て
豊
か
な
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
な
ど
、
多

く
の
課
題
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
課
題
の
解
決
の
た
め
に
は
、

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
他
人
事
と
し
て
で

は
な
く
、
自
分
自
身
の
こ
と
と
し
て
受

け
止
め
な
が
ら
、
二
度
と
同
じ
過
ち
を

繰
り
返
さ
な
い
よ
う
、
正
し
い
知
識
を

学
び
、
偏
見
や
差
別
を
許
さ
な
い
心
情

や
態
度
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

○
ハ
ン
セ
ン
病
と
は
？

　

感
染
力
が
極
め
て
弱
い
細
菌
に
よ
る

感
染
症
で
す
。
現
在
、
日
本
で
の
感

染
・
発
症
は
ゼ
ロ
と
い
え
ま
す
。
外
来

治
療
で
障
が
い
を
残
す
こ
と
な
く
完
治

し
ま
す
。
後
遺
症
と
し
て
外
見
的
な
変

形
が
残
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
完
治

後
に
感
染
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
ど
ん
な
課
題
が
あ
り
ま
す
か
？

・
病
気
や
ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
等
に
対

し
て
の
偏
見
や
差
別

　

熊
本
県
に
お
い
て
、
国
立
療
養
所
菊

池
恵
楓
園
の
入
所
者
に
対
す
る
ホ
テ
ル

宿
泊
拒
否
事
件
が
起
き
た
際
に
、
被
害

者
で
あ
る
は
ず
の
入
所
者
自
治
会
に
対

し
て
、
誹
謗
・
中
傷
の
手
紙
や
Ｆ
Ａ
Ｘ

が
多
数
送
り
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

・
隔
離
政
策
に
よ
り
起
き
た
人
権
侵
害

・
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
を
県
内
か
ら
な
く

す｢

無
ら
い
県
運
動｣

が
、
官
民
一
体

と
な
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

・
療
養
所
内
に
お
い
て
、
退
所
も
外
出

も
許
さ
れ
ず
、
看
護
、
耕
作
な
ど
の
作

業
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

・
所
長
に
司
法
権
・
警
察
権
が
与
え
ら

れ
、
監
禁
室
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

・
所
内
で
の
結
婚
の
条
件
と
し
て
、
断

種
や
人
工
妊
娠
中
絶
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

・
家
族
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を
恐
れ
、

所
内
で
は
、
偽
名
を
名
乗
る
こ
と
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

○
ど
ん
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
か
？ 

　

県
内
に
▼
熊
本
県
ハ
ン
セ
ン
病
問
題

啓
発
推
進
委
員
会
の
提
言
を
受
け
て
啓

発
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

（
熊
本
県
人
権
同
和
政
策
課
啓
発
資
料
よ
り
）

　オールロマンス事件

　昭和26（1951）年、雑誌「オールロマンス」

に、京都市の同和地区の人々をきわめて差別的に

描写した小説が掲載されました。「オールロマンス

事件」と呼ばれています。この問題に対して、部

落解放全国委員会京都府連合会は、京都市行政が

同和地区の劣悪な状況を放置しておくことが、差

別を助長する大きな原因であり、行政がこの根本

的な姿勢を改めない限り、差別はなくならないこ

とを指摘しました。

　この事件は、京都市はもちろん、戦後の地方自

治体の同和行政への取組を推進させる契機となり、

のちの同和対策審議会設置にも大きな影響を与え

ました。

　部落地名総鑑事件

　昭和50（1975）年頃から、全国の同和地区

の地名や所在地、世帯数、主な職業などが記載さ

れた「部落地名総鑑」や「部落リスト」などの図

書が、全国の企業などの人事担当者に、極秘で売

り込まれていることが発覚しました。そして、現

在までこのような図書が９種類ほど発行され、こ

れを購入した企業などは、200社以上にのぼるこ

とが判明しています。これらの図書は問題がある

ため、回収され処分されました。この事件は「部

落地名総鑑事件」と呼ばれています。

　これらの図書の大きな問題点は、同和地区の

人々の就職の機会均等や結婚の自由など、憲法で

保障されている基本的人権の侵害につながってい

くということです。　　　　（熊本県人権啓発資料より）

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
⑧

「
ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
等
の
人
権
」

　

ぼ
く
だ
っ
て
知
っ
て
い
る
よ
…

　

ぼ
く
だ
っ
て
知
っ
て
い
る
よ
…
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「くまもと食で育む命・絆・夢プラン」に沿って

食育推進シリーズ

おからの牛乳入りサラダ
〈材料〉　　　　　（2人分）

おから   60g

きゅうり   10g

玉ねぎ   10g

パプリカ   10g

にんじん   10g

りんご   16g

コーン     4g

干しぶどう     4g

マヨネーズ   10g

すし酢   20g

わさび     2g

牛乳 40cc

〈作り方〉

① 　きゅうりは薄い輪切り、玉ねぎ、パプリカ、にんじ

んは千切りにして塩もみにする。りんごは薄いいちょ

う切りにして塩水に漬けておく。

② 　おから、さっと湯がいたコーン、干しぶどう、Aの

調味料を加え、混ぜる。

③ 　②に①の水分を切って加え、よく混ぜ、冷蔵庫の中

で冷やす。

（一人当たり　エネルギー 115kcal、たんぱく質 2.8g、

脂質 5.6g、食塩相当量 0.7g）

※一晩おくと、よりおいしくなります。

嘉島町食生活改善推進員協議会

A

☆牛乳・乳製品を摂取して健康に！
　11月 9日（水）滝河原公民館で上川原公園仮設団地に入居されている方と滝河原サロン
の方を対象に、会員を講師として牛乳についてのお話と新聞棒体操をし、白菜と大豆のク
リームスープ（11月号広報掲載）と下記の「おからの牛乳入りサラダ」の試食を行いました。
「おいしい」と感想をいただきました。また、自宅から持ってきていただいた味噌汁の塩分
測定を行いました。

広報かしま2016.12

24



English Recitation Contest!
　Over the past two months, I had the opportunity 
to work closely with a small group of Kashima Junior 
High School who would participate in the English 
Recitation Contest. I'd like to share with you some of 
my own personal thoughts and feelings about the 
experience.
　The students practiced tirelessly, giving up their 
mornings, lunch breaks and club activities after school. 
During this time, I was a model for pronunciation. I 
was also asked many high level questions about 
phonetics, intonation, rhythm and stress. Not only 

that, but I was also faced with the challenge of how to explain 
these difficult concepts in Japanese. 
　Before graduating university this March, I participated in 
the Ontario Japanese Speech Contest. Before participating, I 
simply broke down whenever I was approached by a Japanese 
person,but through the experience of participating, I gained 
some confidence. I felt like I could understand the challenge 
Kashima's students went through as they memorized, 
practiced and finally presented their speeches.
　Regardless of the results of the speech contest, if I have 

in any way been able to help Kashima's students feel confident in their ability to speak English, 
then that would really be a blessing.

英語暗唱大会 !
　この 2カ月の間、英語暗唱大会に参加する嘉島
中生徒の練習に関わる機会を得ました。今回はそ
の経験を通じて、私自身考えたことや感じたこと
を紹介します。
　参加する生徒は、朝の時間、昼休みそして放課
後の部活動の時間に、一生懸命に暗唱の練習に取
り組みました。私はその時、英語の発音を中心に
指導しました。生徒たちは、英語の音声、イント
ネーション、リズムやストレスなどについて、い
ろいろハイレベルな質問をしてきました。私はそ
れらの生徒の質問に対して、日本語でどのように
説明したらいいのか、苦心しました。
　私は今年の 3月、大学を卒業する前に、トロン

ト大学で行われたオンタリオ州日本語弁論大会に
参加しました。私はこれまで日本人を前にすると、
緊張してうまく日本語を話せませんでしたが、大
会の経験を通じて自分自身の日本語に少し自信が
つきました。暗唱大会で、長い英文を暗記し、何
度も何度も練習し、そして人前で発表する嘉島中
生徒の姿を見て、私には、その大変さがよく分か
りました。
　大会等の結果に関わらず、嘉島中の生徒たちが、
少しでも英語を話す自信がついたな！と感じたら、
それは私にとって本当に嬉しいことです。

（平成 28 年 11 月 15 日作成）

McDermott Lily Cynthia
マクダーモット・リリー・シンシア

英語暗唱大会で嘉島中の生徒たちと
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こ
こ
ち
良
い
秋
の
風
吹
き
花
の
種
ま
き
つ
つ
思
う
い
い
芽
出
し
て
ね 

大
塚
シ
ズ
子

母
が
球
根
を
分
け
て
く
れ
た
曼
珠
沙
華
黄
色
の
花
が
咲
い
て
い
ま
す
よ 

川
原　

涼
子

地
震
に
て
更
地
と
な
り
し
家
跡
に
金
木

は
咲
い
て
い
る
な
り 

北
澤
喜
美
子 

マ
ン
シ
ョ
ン
の
鍵
の
扱
い
に
慣
れ
る
頃
娘
の
お
産
の
手
伝
い
終
わ
る 

工
藤　

明
子

地
球
儀
に
紛
争
中
の
国
幾
つ
そ
こ
に
も
光て

る
か
こ
の
明
月
は 

栗
﨑　

房
子

夜
の
雨
の
雫
の
残
る
物
干
し
に
蝶
が
と
ま
り
て
雫
に
涼
む 

栗
﨑　

廉
子

柚
子
し
ぼ
り
焼
い
た
サ
ン
マ
は
苦
み
か
ら
大
根
お
ろ
し
の
辛
味
を
添
え
て 

境　
　

益
代

懐
か
し
き
友
に
会
ひ
た
る
如
く
に
て
立
ち
去
り
が
た
し
鳳
仙
花
咲
く 

榊
原
レ
イ
子

自
生
せ
る
庭
の
赤
紫
蘇
い
つ
し
ら
に
わ
が
丈
越
え
て
花
盛
り
な
り 

津
出
ト
ヨ
子

傘
立
て
の
杖
に
う
っ
す
ら
埃
し
て
術
後
の
足
は
買
物
へ
行
く 

冨
永　

照
代

草
む
ら
に
白
の
朝
顔
二
輪
咲
き
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
の
こ
お
ろ
ぎ
の
声 

橋
本
ユ
キ
子

十
六
夜
の
月
の
光
は
し
ん
し
ん
と
リ
セ
ッ
ト
し
て
ゆ
く
今
日
の
わ
た
し
を 

本
住　

晴
美

※
作
品
の
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。

渡邉　初月 さん
（嘉島東小学校４年）

磯田　順子 さん（上島） 下田　ミドリ さん（上島）
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秋
か
ら
冬
へ
と
季
節
は
移
り
、
稲
刈
り
の
後

は
大
豆
の
収
穫
が
続
い
て
い
ま
す
。
今
年
は
地

震
の
影
響
で
作
付
け
が
増
え
ま
し
た
が
、
出
来

は
い
い
よ
う
で
す
。

　

11
月
は
全
国
町
村
会
副
会
長
と
し
て
、
全
国

町
村
長
大
会
と
国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会

に
出
席
。
国
保
大
会
で
は
議
長
団
代
表
を
務
め

ま
し
た
。
国
保
は
平
成
30
年
度
に
、
運
営
主
体

が
市
町
村
か
ら
県
に
移
り
ま
す
が
、
赤
字
運
営

の
な
か
財
源
確
保
が
大
き
な
課
題
で
す
。

　

一
方
で
、
町
で
は
金
剛
と
倉
岡
紙
工
に
続
き
、

上
・
下
仲
間
地
区
に
新
規
２
社
の
企
業
進
出
が

決
ま
り
ま
し
た
。
業
種
は
運
送
業
と
外
構
販
売

施
工
業
。
来
年
秋
ご
ろ
造
成
工
事
が
始
ま
る
予

定
で
す
。

　

町
は
復
旧
か
ら
復
興
、
さ
ら
な
る
発
展
へ
と

確
か
な
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。（
11
月
28
日
）

意

輪

大
倉　

清
司　

様
（
上
島
）

　
　

平
成
28
年
11
月
18
日
現
在

一　

般　

寄　

付

11月の
　　  町長の動き

荒木町長談

１日 ・庁内常会　・鹿児島県出水郡長島町長来庁応対
 ・非常勤職員、臨時職員辞令交付式
２日 ・2019女子ハンドボール世界選手権大会組織委員

会第5回理事会
 ・熊本国際スポーツ大会実行委員会の設立及び設

立総会
 ・第4回幸せ実感くまもと「まち・ひと・しご

と」づくり推進会議
３日 ・嘉島町文化祭　・嘉島町功労者表彰式
４日 ・熊本県都市計画審議会
 ・上益城郡内議員研修及びスポーツ大会
５日 ・熊本大学医学部創立120周年記念式典
６日 ・非常呼集
７日 ・課長会議
 ・自衛隊宇城募集案内所所長来庁応対
 ・熊本県後期高齢者医療広域連合議会
 ・水土里ネット役職員研修懇親会
８日 ・熊本県健康福祉政策課長来庁応対　
 ・第一信用金庫理事長、御船支店長来庁応対
 ・サントリーイベント
 ・建設技術センターより来庁応対
 ・熊本サントリー会
９日 ・日本住宅リフォーム産業協会より来庁応対
10日 ・大阪府町村会、奈良県町村会へ御礼訪問
11日 ・益城クリーンセンター臨時議会　・課長会議
 ・進藤参議を招いて「熊本県農業農村整備の集

い」
12日 ・「チームくまもと」に対する要望聴取の会
13日 ・上京（～17日）
 ・上益城郡町長会視察研修（栃木県）
15日 ・全国町村会正副会長会、理事会
16日 ・全国町村長大会
17日 ・国保制度改善強化全国大会　・国保陳情運動
18日 ・消防学校入校者激励会
 ・御船地区衛生施設組合来庁応対
 ・社会福祉協議会辞令交付式
 ・嘉島町男女共同参画社会推進懇話会
 ・「森のくまさん」出発式
 ・熊本県防犯協会連合会来庁応対
19日 ・下六嘉消防団積載車交付式
 ・消防学校終了申告　・消防学校入校者慰労会
21日 ・課長会議　・大同生命より来庁応対
 ・上仲間、下仲間地区計画説明会
24日 ・熊本県観光連盟第３回理事会
26日 ・上益城郡植樹祭記念式典
28日 ・課長会議　・熊本県教育委員会来庁応対
 ・九州地区町村会長、事務局長会議（～29日）
29日 ・熊本県農業信用基金協会理事会
30日 ・庁内常会　・熊本県町村会評議員会
 ・熊本地震被災自治体会議

国保制度改善強化全国大会で、議長団代表としてあいさつ
する荒木町長（円内）

　

左
記
の
方
々
よ
り
嘉
島
町
社
会

福
祉
協
議
会
に
「
地
域
福
祉
の
た

め
に
役
立
て
て
下
さ
い
」
と
香
典

返
し
に
代
え
て
多
額
の
ご
寄
付
を

頂
き
ま
し
た
。

　

ご
芳
志
に
沿
っ
て
活
用
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

𠮷
田　

ミ
ヤ
子　

様（
北
甘
木
）

　
　
　

亡　

一　

様　

　

赤
星　

清
文　

様
（
御
船
町
）

　
　
　

亡　

フ
ミ
エ　

様

　

上
野　

ユ
イ
子　

様（
北
甘
木
）

　
　
　

亡　

信
房　

様

　

中
冨　

祥
夫　

様
（
上
六
嘉
）

　
　
　

亡　

幸
子　

様

　

安
藤　

衛　

様
（
高
田
）

　
　
　

亡　

和
子　

様

　

本
多　

壽　

様
（
上
仲
間
）

　
　
　

亡　

ツ
ギ
メ　

様

　

夕
部　

照
美　

様
（
滝
河
原
）

　
　
　

亡　

正
夫　

様

　

池
川　

信
治　

様
（
西
村
）

　
　
　

亡　

國
子　

様
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嘉島町の人口動態
平成28年11月30日現在

（前月比）

人   口 9,119 人　

　男　　 4,401 人　

　女　　 4,718 人

世帯数　 3,376 世帯　（－ 2）

― 28 ―

　
早
い
も
の
で
師
走
。
皆
さ
ん
も
同

じ
で
し
ょ
う
が
、
平
成
28
年
は
、
一

生
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
一
年
に

な
り
ま
し
た
。
広
報
担
当
に
な
っ
て

い
ろ
い
ろ
な
場
所
に
お
邪
魔
す
る
こ

と
で
新
た
な
発
見
も
あ
り
、
ま
た
皆

さ
ん
に
良
く
し
て
い
た
だ
い
て
本
当

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
広
報

か
し
ま
を
お
読
み
い
た
だ
き
ま
し
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　（
係
）

　10 月下旬から 11 月中旬にかけて、北甘
木の畑で約４万本のヒマワリが次々に鮮や
かな花を咲かせ、訪れる人たちを楽しませ
ました。
　畑の広さは約6000平方㍍。「大勢の人に
来てもらって嘉島を知ってもらいたい」と鯰の
中島憲之さんが21年前から毎年、種をまい
て育てています。

　（－ 6）

　（－ 1）

　（－ 7）

12月11日（日） 山地外科胃腸科医院（嘉島町）
  ☎２３７－０００３
12月18日（日） たかぞえ内科・循環器内科クリニック（御船町）
  ☎２８２－００７０
12月23日（金・祝）　のぐち皮ふ科（嘉島町）
  ☎２３７－４１１２
12月25日（日） 榊田外科医院（御船町）
  ☎２８２－６３６３
12月29日（木） 藤岡医院（御船町）
  ☎２８２－０４０５
12月30日（金） 西村病院（嘉島町）
  ☎２３７－１５５１
12月31日（土） 熊本回生会病院（嘉島町）
  ☎２３７－１１３３
 １ 月 １ 日（日・祝） 御船クリニック（御船町）
  ☎２８２－０１０６
 １ 月 2 日（月） 泰泉堂牟田医院（御船町）
  ☎２８２－０２１６
 １ 月 3 日（火） 大久保耳鼻咽喉科医院（御船町）
  ☎２８２－３９００
 １ 月 8 日（日） 香田整形外科（嘉島町）
  ☎２３７－２８１１
 １ 月 9 日（月・祭） 　小糸整形外科（御船町）
  ☎２８２－００５０
 １ 月15日（日） たなか内科眼科（嘉島町）
  ☎２３５－７２３５

 

笑顔ですくすく成長してね♡
ご両親：三重正さん・美由紀さん（鯰）

三
重
　
結
愛
（
ゆ
う
あ
）
ち
ゃ
ん

平
成
27
年
12
月
２
日
生

宮
川
　
千
代
（
ち
よ
）
ち
ゃ
ん

平
成
27
年
12
月
14
日
生

いつもニコニコ元気なちよちゃんです
ご両親：宮川徳之さん・美咲さん（鯰）


